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【観察例】PETフィルムを延伸した時のSAXSパターン変化
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3- Dimension Simulation for Loop Structure
of Weft- Knitted Fabric Considering
Mechanical Properties of Yarn

NyiNyi Htoo＊1,3, Atsushi Soga＊1, Lina Wakako＊2,
Koichi Ohta＊4, and Toshiyasu Kinari＊2

＊1 Graduate School of Natural Science and Technology,
Kanazawa University, Kakumamachi Kanazawa, 920-
1192 Japan

＊2 Institute of Science and Engineering, Kanazawa
University, Japan

＊3 Department of Textile Engineering, Yangon
Technological University, Gyogone, Insein P. O.,
Yangon, Myanmar

＊4 Gifu City Women’s College, Hitoichiba Kitamachi Gifu,
501-0192 Japan
The three-dimension weft- knitted loop model was

constructed using the simulated yarn which was made
by mass-spring system. The simulated yarn was
constructed with the cross-sections consisting of the
mass-points connected by the springs within the mass-
points. In the simulated yarn, two types of springs were
used to describe tensile and bending behaviour of the
model. The geometrical knitted loop structure was
constructed by setting the cross-sections of the
simulated yarn in the loop model considering with the
loop parameters. The mechanical properties of the loop
model under the tensile condition were expressed by
using some formulae considering with the construction
of the knitted structure. J. Fiber Sci. Technol., 73(5), 105-
113 (2017) doi 10.2115/fiberst.2017-0015 ©2017 The Society
of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Graft and Fixation of Modified Cationic Dye
onto Cotton Fiber via ATRP and UVMethod

Qiang Ji, Xiao Wang, Ruoyuan Song,
Yongzhu Cui, and Lihua Lv

School of Textile and Material Engineering, Dalian
Polytechnic University, Dalian 116034, China
Cotton cellulose is the most widely used natural polymers

in various areas. Graft polymerization was attempted to
introduce dyestuff onto cotton cellulose fiber for a trial on clean
dyeing. A conventional free radical polymerization via UV
initiation and a living radical polymerization via atom transfer
radical polymerization method were used. Modified cationic dye
with acrylic acid was grafted for coloring and an organosilane
monomer was co-grafted for dye fixation. The chemical structure
and morphology of grafted polymer of modified dye and
organosilane were characterized. The color fastness and physical
properties of grafted cotton cellulose were discussed. It is found
that uniform organosilane film with moderate thickness formed
via ATRP method was more beneficial to dye fixation with better
color fastness. The original shape and typical convolutions of
cotton fiber were reserved via ATRP method. J. Fiber Sci.
Technol., 73(5), 114-121 (2017) doi 10.2115/fiberst.2017-0016
©2017 The Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Detailed Analysis of Aliphatic
Polyurea Crystals

Go Matsuba, Takayuki Kobayashi, and Yuta Chonan
Graduate School of Organic Materials Engineering,
Yamagata University 4-3-16 Jonan, Yonezawa,
Yamagata, 992-8510 Japan
A study of the structure and morphology of polyurea-9,

polyurea-10, and polyurea-11 crystals was conducted. For the
quantitative analysis, these uniaxially drawn samples were
examined using wide-angle X-ray scattering (WAXS)
measurements. The WAXS patterns of the polyurea films
suggested a chain-packing configuration similar to that of
polyamide crystals, which might indicate the trigonal lattice
structure observed for polyamide-10, polyamide-11, polyamide-
12. The diffractions of (001) and (002) were strongly dependent
on the length of the aliphatic hydrocarbon of polyurea. In
addition, we observed the occurrence of transitions from the α-
form to the δ-form during heating, and that from the δ-form to
the α-form during cooling with in-situ synchrotron radiation
WAXS measurements. The transitions were similar to the so-
called Brill transition in polyamide or nylon films. J. Fiber Sci.
Technol., 73(5), 122-125 (2017) doi 10.2115/fiberst.2017-0014
©2017 The Society of Fiber Science and Technology, Japan
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平成29年度繊維学会主要行事予定

複写される方へ

平成29年度通常総会開催について
平成 29 年度通常総会を下記要領で開催いたしますので、ご出席いただきたくご案内申し上げます。なお、

本総会の目的であります下記議案の決議には、定款により過半数以上の定足数を必要としますので、当日ご欠
席の場合には、別途お送りします平成 29 年度通常総会開催通知の“返信用はがき”の委任状記入欄に（個人会
員名または学会誌受領担当者名等）をご記入いただき、5 月 26 日㈮までに必ずご返送くださいますようお願い
申し上げます。

1. 日時：平成 29 年 6 月 8 日㈭ 9:30～ （予定）
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第 2 号議案 平成 28 年度決算報告承認の件
第 3 号議案 平成 28 年度名誉会員推挙の件
第 4 号議案 理事選任の件

4. 報告事項
平成 28 年度公益目的支出計画実施報告に関する件

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

総会・年次大会 平成29年 6 月 7 日㈬～ 9 日㈮ タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀）

繊維の基礎講座 平成29年 7 月13日㈭、14日㈮ キャンパス・イノベーション
センター（東京）

第 47 回夏季セミナー 平成29年 8 月 8 日㈫～10日㈭ みんなの森 ぎふメディアコ
スモス（岐阜市）

秋季研究発表会 平成29年11月 1 日㈬、 2 日㈭ フェニックス・シーガイアリ
ゾート（宮崎県）

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
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繊維学会功績賞は、多年にわたり本学会の発展なら
びに繊維の科学と工業の進歩に顕著な貢献をされた方
を褒賞するものです。平成 28 年度の功績賞は、本年
2 月に開催された選考委員会において慎重に審議され、
高原淳氏を満場一致で受賞候補者と致しました。次い
で、3 月開催の理事会における審議の結果、同氏に功
績賞を授与することを決定致しました。以下に受賞者
の略歴、業績を簡単に紹介します。

高原淳氏は、1983 年に九州大学大学院工学研究科
応用化学専攻博士課程を修了され、「高分子材料の疲
労挙動の動的粘弾性測定に基づく解析と評価」で工学
博士の学位を取得されています。その後、1983 年か
ら九州大学工学部助手、1985 年から同助教授となら
れ、さらに 1999 年に九州大学有機化学基礎研究セン
ター教授に昇任されました。この間、1988－1989 年に
は、米国ウイスコンシン大学－マジソン校化学工学科
に客員研究員として留学されています。その後、2003
年より九州大学先導物質化学研究所の教授になられ、
2007－2012 年には同研究所の副所長、2013 年からは
所長を務められています。その間、日本学術会議会員、
公益社団法人高分子学会副会長及び会長、JST/
ERATO 高原ソフトインターフェイスプロジェクト

リーダー、SPring－8 User Community Chairman をは
じめとする数々の重責を歴任されています。

高原氏は、繊維・高分子材料、複合材料の表面・界
面の構造と物理的性質の評価法を確立し、構造・物性
の相関を明らかにするとともに、その知見に基づく表
面・界面の構造制御、材料物性制御に関する研究で高
い業績をあげられ、1993 年には桜田武記念賞、1999
年には繊維学会賞を受賞されています。繊維・高分子
の物性研究に精通し、特に表面・界面に関わる研究で
は多くの画期的な概念や材料開発の手法を提唱され、
国内・国外で多くの受賞歴があり、当該分野での世界
的な第一人者と認められる研究者として、繊維・高分
子科学分野の向上に多大な貢献をされています。

繊維学会では、2004~2007 年に理事を務められたほ
か、西部支部では、支部長をはじめ、秋季大会、夏季
セミナー、九州・西部－釜山・慶南高分子繊維合同シ
ンポジウム等の開催に大きな貢献をされ、繊維学会の
運営とその発展に尽力して来られました。

以上のように、高原氏は長年にわたり繊維分野の研
究・教育/啓蒙・技術開発に貢献され、当該分野発展
への寄与、繊維学会発展への貢献度は高く、繊維学会
功績賞に相当すると評価されました。

高原 淳 「繊維・高分子材料の表面構造・物性に関する研究と繊維学会への貢献」

平成28年度 繊維学会功績賞受賞者

選 考 経 過
会 長 鞠 谷 雄 士

高 原 淳 氏
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〈繊維学会・学会賞受賞者〉

〈研究業績〉
従来、高分子鎖の絡み合いは、延伸による分子配向

の導入を妨げるネガティブな性質とみなされ、繊維や
膜の高性能化にあたっては、いかに絡み合いを低減さ
せるかに焦点が当てられてきた。これに対して上原氏
は、分子鎖絡み合いを応力の伝達点として利用するこ
とで高分子鎖を配向させる「溶融延伸法」を開発して
きた。以下に同氏の溶融延伸に関する主な研究業績の
概要を示す。

1．分子鎖絡み合いを利用した溶融延伸法の開発
分子量 100 万以上の超高分子量ポリエチレン

（UHMW-PE）を溶融させると分子鎖絡み合いの発生
に起因して高粘度となるため、溶融状態からの超延伸

（いわゆる「溶融延伸」）が可能であることを初めて見
出した。この溶融延伸法は、UHMW-PE 同様に溶融
粘度の高いポリテトラフルオロエチレンやケイ素系高
分子にも適用可能である。これら溶融延伸の結果、高
強度フィルムが得られることも報告している。さらに、
この溶融延伸を二軸延伸へと展開することにより、高
強度薄膜や多孔質膜を創製している。これらの研究成
果は、学術誌表紙論文に選ばれるとともに、科学技術
振興機構より「特許群」形成の支援対象に指定されて
おり、溶融延伸法の学術的な重要性のみならず、産業
的な有用性も高く評価されている。

2．溶融延伸における構造形成メカニズムの解明
これら溶融延伸過程では、分子鎖絡み合いの解きほ

ぐしと分子配向が同期的に進行すると予想されるが、
延伸物の構造や物性を後から観察・測定する従来の解
析法では、このような高分子鎖の振る舞いを追跡する
ことは極めて難しい。そこで、大型放射光源（SPring
－8）を用いたインプロセス X 線回折・散乱測定および
固体 NMR 測定により、昇温過程ならびに延伸過程で
起こる構造・物性発現メカニズムを解析した。現在で
は、ラボ・セットアップでインプロセス X 線計測可
能なシステムを開発し、企業 R&D にも貢献している。
実際に、インプロセス計測によって延伸条件を最適化
することで、UHMW-PE 製の超高強度釣り糸を開発
している。

3．溶融延伸法によるナノ規則構造制御
これらの研究の過程で、分子鎖絡み合いを均一分布

化させることにより、市販のポリマー原料からでも、
ブロック共重合体レベルの規則的結晶配列構造が得ら
れることが明らかとなった。これを元にナノポーラス
膜が調製され、各種電池膜や選択透過膜への展開が期
待されている。このナノ構造制御法は、有機溶剤等の
薬品を一切用いない点で、「地球に優しい」加工法で
あると言える。

以上のように、同氏の研究は、独自に見出した溶融
延伸技術を元に、高性能あるいは高機能な繊維や膜を
創製しており、釣り糸のみならず、快適衣料分野やエ
ネルギー分野に寄与することが期待されることから、
繊維学会賞に十分に値すると認められる。

〈主な業績リスト〉
1）H. Uehara, M. Kakiage, T. Yamanobe, T. Komoto,

S. Murakami, Macromol. Rapid Commun., 27, 966－
970（2006）.

2）H. Uehara, K. Takeuchi, M. Kakiage, T.
Yamanobe, T. Komoto, Macromolecules, 40, 5820－
5826（2007）.

3）M. Kakiage, H. Uehara, T. Yamanobe, Macromol.
Rapid Commun., 29, 1571－1576（2008）.

4）M. Kakiage, T. Tamura, S. Murakami, H.
Takahashi, T. Yamanobe, H. Uehara, J. Mater. Sci.,
45, 2574－2579（2010）.

5）H. Uehara, T. Tamura, M. Kakiage, T. Yamanobe,
Adv. Funct. Mater., 22, 2048－2057（2012）.

6）H. Uehara, T. Tamura, K. Hashidume, H. Tanaka,
T. Yamanobe, J. Mater. Chem. A, 2, 5252－5257

（2014）.
7）H. Uehara, Y. Arase, K. Suzuki, Y. Yukawa, Y.

Higuchi, Y. Matsuoka, T. Yamanobe, Macromol.
Mater. Eng., 299, 669－673（2014）.

8）H. Uehara, T. Tamura, H. Yamashita, T.
Yamanobe, H. Masunaga, J. Phys. Chem. B, 119,
15909－15918（2015）.

溶融延伸による高性能繊維・膜の創製

群馬大学 大学院理工学府 上 原 宏 樹
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〈繊維学会・技術賞（技術部門）受賞者〉

〈研究業績〉
本技術はフレキシブルかつ通気性を有する繊維/布

帛型太陽電池の製造技術に関するものである。
化石燃料による温暖化や原子力発電の安全性が問題

視されており、次世代のエネルギーとして太陽光発電
に大きな期待が持たれている。繊維分野においても、
電子機器と衣料品の融合技術としてウェアラブルデバ
イスの開発が進められており、その電源の有力候補と
して太陽電池の研究が進められている。

従来のフィルム状太陽電池では、その柔軟性が十分
でなくウェアラブルデバイス内での設置場所が限定さ
れてしまう。受賞者らが研究を進めている布帛型太陽
電池は、一般的な織物をベースにしていることから、
布帛としての柔軟性および通気性を維持したまま発電
デバイスとして用いることができる。さらに、発電素
子となる繊維型太陽電池には有機薄膜太陽電池を採用
しているため、シリコン太陽電池が苦手としている室
内照明下でも十分な発電性能を発揮することが出来る
繊維/布帛型太陽電池を開発した。

〈研究内容〉
有機薄膜太陽電池は材料となる半導体に有機系物質

を用いており、材料コストの削減や分子設計による波
長依存性の制御が期待できるものである。有機薄膜太
陽電池の構成は、電極となる導体の上に p 型および n
型有機半導体をサブミクロンオーダーの膜厚で製膜す
ることにより活性層を形成させ、その上に対極となる
電極層を積層するものである。薄膜積層構造体のため
使用材料によって柔軟性を付与することも可能である。

1．有機薄膜太陽電池の繊維化開発
繊維型太陽電池は、直径 0.2 mm 以下の柔軟性を有

した金属線に対し、活性層を含む太陽電池材料を積層
塗布することにより作製される。この際、太陽電池材
料の各層に欠陥があった場合や、活性層厚みが厚く
なってしまった場合は発電性能が著しく低下してしま
うため、繊維型基材に対する溶液材料の精密コーティ
ング技術を開発した。この手法では、通常のダイスコー
ティングとは違い、材料溶液の基材への親和性および
表面張力を利用してサブミクロンオーダーの膜厚精密
制御を可能としている。

また、繊維型太陽電池から安定的に電気を取り出す
ための補助電極取り付け技術を開発している。太陽電
池材料の各層はサブミクロンオーダーの薄膜であり、
さらに有機物を用いているため半田処理は適さない。
有機材料の薄膜を傷つけない張力で微細補助電極線を
繊維型太陽電池周囲に巻き付けることにより、柔軟性
を維持しつつ電極取り出しが可能となった。現在、3％

を超える変換効率を確認している。
加えて、一般的な有機薄膜太陽電池とは違い、製造

工程に真空プロセスを含まない大気下における全塗布
プロセスでの作製が可能な設計となっている。

2．布帛型太陽電池の開発と展開
上述の繊維型太陽電池を布帛製織中に緯糸として挿

入することで、布帛型太陽電池を作製している。現段
階で室内光源のもとで 150 μW の出力を確認しており、
低消費電力タイプのセンサを動作させるに十分な性能
を有している。

この布帛型太陽電池は、軽量であり布帛としての柔
軟性および通気性を有しているため、従来研究されて
きたフィルム状の有機薄膜太陽電池よりも一歩先んじ
るレイアウトフリー電源であるといえる。

〈選考過程〉
本技術は柔軟性と通気性を有する繊維/布帛型太陽

電池の製造技術に関するものである。繊維型太陽電池
製造における繊維型基材上へのサブミクロンオーダー
での有機薄膜形成は、繊維に利用されてきた従来の
コーティング手法では実現できなかった技術であり、
極薄膜形成が求められる分野への繊維型材料の展開に
つながる。また、繊維/布帛型太陽電池は柔軟性と通
気性を有しているためウェアラブルデバイスとの相性
がよく、繊維産業の裾野を大きく広げられる技術であ
る。

以上の観点から、本技術は繊維学会技術賞に十分値
すると認められた。

〈主な業績リスト〉
1）池田佳加、杉野和義、布川正史、木村睦：特開2015－

225982
2）Yoshika Ikeda, Kazuyoshi Sugino, Shuichi

Yonezawa, Shuichi Gennaka, Mutsumi Kimura,
Tadashi Fukawa, Hidetoshi Matsumoto, Akihiko
Tanioka, 8thAACHEN-DRESDENINTERNATIONAL
TEXTILECONFERENCE予稿集（2014），“Development
of fiber-shaped organic photovoltaic cells by all-
solution prosessing under ambient conditions for
smart textiles”

3）坪井一真、松本英俊、布川正史、谷岡明彦、杉野
和義、池田佳加、米澤修一、源中修一、木村睦、
SEN’I GAKKAISHI（報文）Vol. 71, No. 3（2015）、

「樹脂コーティング封止層を有する繊維状および
布帛状有機薄膜太陽電池における光吸収特性の検
討」

繊維/布帛型太陽電池の開発

住江織物㈱技術・生産本部テクニカルセンター 杉 野 和 義
源 中 修 一

杉 野 和 義 氏 源 中 修 一 氏
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〈繊維学会・技術賞（技術部門）受賞者〉

〈研究業績〉
本技術は、溶融紡糸で優れた力学物性を発現させた

ポリエチレン繊維の開発に関するものである。結晶化
を抑制しつつ高度に分子配向させる紡糸・延伸方法の
作用により、世界で初めて溶融紡糸法でスーパー繊維
並みの力学特性を有するポリエチレン繊維「ツヌー
ガⓇ」の工業生産に成功した。

〈技術内容〉
1．製糸技術の開発

溶融紡糸法で高い力学物性を発現させる為に、結晶
化を抑制しつつ高度に分子配向させる製糸技術の確立
を開発コンセプトとし、そのプロセスの要素技術につ
いて、研究開発を進めた結果、結晶化を抑制しつつ、
分子配向を極めて厳密に制御しながら製糸することで、
飛躍的に高い倍率で繊維を引き伸ばせることを見出し
た。これらを踏まえて考案した製糸プロセスにて、スー
パー繊維並みの力学物性を発現できる製糸技術の確立
に至った。

得られた繊維の構造解析の結果、従来のプロセスで
作製した繊維に比べて、欠陥が少なくより均質で微細
な繊維構造を有していることが確かめられ、前述した
開発コンセプトの具現化が確認された。

2．生産プロセス開発および用途展開
工業化の生産プロセスは、前述の製糸技術をベース

にして開発に取り組んだ。均質な繊維構造を安定して
制御、生産する為の製糸技術の深化、設備設計の検討
と改良を重ねて生産プロセスを確立し、2007 年より、

「ツヌーガⓇ」の工業生産を開始した。
上市した「ツヌーガⓇ」は、強度 14～15 cN/dtex、

弾性率 400 cN/dtex 以上の力学物性を有する繊維で、
最大の特長は優れた耐切創性能にある。その特長を最
も活用できる防護手袋を主力用途として、事業を展開
している。また、原料固有の比熱の大きさに加えて、
欠陥の少ない繊維構造に起因すると推察している熱伝
導性の良さを活かして、寝装用途、スポーツ衣料用途
での採用が進んでおり、その需要は年々高まっている。

溶融紡糸ポリエチレン繊維
「ツヌーガ®」の開発

東洋紡株式会社 小 田 勝 二
増 田 実
中 野 龍 明 小 田 勝 二 氏 増 田 実 氏 中 野 龍 明 氏
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〈繊維学会・論文賞受賞者〉

Prevention of Aggregation of Pectin-
Containing Cellulose Nanofibers Prepared

fromMandarin Peel

Effect of Cross-Sectional Configuration on Fiber
Formation Behavior in the Vicinity of Spinning
Nozzle in Bicomponent Melt Spinning Process

〈選考経過〉
繊維学会論文賞は、繊維の科学と技術に関し優秀な

研究を行い、その業績を本学会誌に発表した将来有望
な研究者に授与されるものである。本年度は、リニュー
アルされた Journal of Fiber Science and Technology

（JFST）誌 72 巻（2016 年）の 1 月号から 12 月号に掲載
された論文の 38 編が対象であり、15 名からなる選考
委員により組織された論文賞選考委員会の厳正な審査
を経て、上記 3 名の方々が選出された。

本年度は、放射光利用による評価から毛髪に対する
ブリーチ処理によるシスティン酸の生成挙動を論理的
に述べている鈴田和之氏の論文が先ず選ばれた。鈴田
氏は昨年度に続く連続受賞である。

さらに、セルロースナノファイバーにペクチンを
コーティングすると分散性が向上することを見出した
日浅祥氏の論文、複合紡糸におけるダイスウェル現象
において、成分間の表面張力の効果を巧みな実験で明
らかにした Yiwen Chen 氏の論文が選ばれた。

近年選考の際には選考委員にオンラインジャーナル
のアクセス件数の情報が提供され、実際に学会員や社
会に与えたインパクトも重要な指標として選考に加味
されている。

以下に各論文の概要と、選考委員から寄せられたコ
メントをまとめたものを示す。

〈研究業績〉
鈴田和之氏の論文は、ブリーチ処理によるシステイ

ン酸の生成挙動を検討するため、精度を高めたデータ
を取得するとともに、それらを定量的に解析している。
著者らが一昨年に繊維学会誌に報告した研究を更に推
進し、KBr 法および ATR 法で得られた結果を基に、
既往の報告を良く考慮してシステイン酸の生成が拡散
律速であることを示している。さらに顕微 IR を用い
た局所分析で拡散挙動を裏付けており、産学の視点で

新たな知見を見出している。今後のヘアーカラーリン
グ技術向上の一助となる知見であると考えられ繊維学
会 JFST 論文賞に相応しい内容である。総アクセス数
が特段に多い点も評価できる。

（Journal of Fiber Science and Technology, 72, No.1, 1－8
（2016）.）

日浅祥氏の論文は、今後重要な素材の 1 つとなるで
あろう分散化されたセルロースナノファイバー

（CNF）として、マンダリン果皮から抽出されたペク
チンコーティング CNF が有効であることを見出した
ものである。現在特に期待されているセルロースナノ
ファイバーに関するテーマであり、今後 CNF と市販
ペクチン間の相互作用を制御できれば、汎用的な技術
開発に発展することも期待できる。注目度の高さがア
クセス数にも反映されており、繊維学会 JFST 論文賞
に相応しいと考えられる。

（Journal of Fiber Science and Technology, 72, No.1, 17－26
（2016）.）

Yiwen Chen 氏の論文は、二成分系の溶融紡糸過程
における海島型あるいは芯鞘型およびブレンド型断面
コンフィグレーションが繊維形成に及ぼす影響につい
ての研究である。海島構造及び芯鞘構造を有する複合
繊維の溶融紡糸における構造形成過程を紡糸線上のオ
ンライン測定から詳細に解析している。特に、ノズル
近傍で生じるダイスウェル挙動に着目して繊維形成挙
動を明らかにしており、複合紡糸におけるダイスウェ
ル挙動のその場観察法を確立し、繊維の構造形成に関
する新しい有益な知見が得られており繊維学会 JFST
論文賞に相応しい内容である。

（Journal of Fiber Science and Technology, 72, No.7, 154－
159（2016）.）

赤外分光法によるブリーチ処理毛髪に生じる
システイン酸の評価

㈱ミルボン開発本部 中央研究所 鈴 田 和 之

愛媛大学大学院 連合農学研究科 日 浅 祥

東京工業大学大学院 理工学研究科 有機・高分子物質専攻 Yiwen Chen（陳 迤文）
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植物バイオマスを利用した新規な機能性
バイオベースポリマーの創製

〈繊維学会・奨励賞〉

植松英之氏は、物質の流動と変形に関する学問分野
である「レオロジー」の観点から、繊維・高分子の成
形加工プロセスを最適化する研究に取り組んでいる。
流動しながらミクロな階層構造から成形体を含むマク
ロな構造体となる過程を明らかにすることは、生産性
と出来た物の品質を維持するために必要不可欠となる。
そこで、素材が有する特徴を生かした多成分材料の構
造をレオロジー的視点から理解すると同時に、成形加
工性とレオロジーの関係を明らかにすることをキー
ワードに、機能性材料を効率よく成形加工するプロセ
ス設計、材料設計を提案する研究スタイルで取り組ん
でいる。最近の研究の中では、（1）ポリテトラフルオ
ロエチレン（PTFE）の繊維化、炭素材料の選択吸着性
を利用した製膜向上と機能性膜の創成や（2）多成分系
材料における分散構造とレオロジー、レオロジーと成
形加工性、成形加工性と力学特性の関係を網羅的に遂
行している。（1）では、溶剤に可溶な樹脂、PTFE、
導電性フィラー（例えば CNT）を溶融混練した後、押
出成形で製膜すると、樹脂フィルムのネックイン現象
が PTFE 繊維により抑制され、複合フィルムの樹脂
を除去することで、PTFE に坦持された CNT 膜の開
発に成功した。PTFE の繊維化、材料間での界面自由
エネルギー差を利用することがポイントとなる。（2）
では、マトリクス樹脂に分散させた強化繊維に吸着す

るマトリクスとは別の樹脂が相溶状態にあるとき（相
溶系コンポジット）では、一般的なコンポジットに見
られるレオロジーを示す。一方、非相溶状態（非相溶
系コンポジット）では、強化繊維を含んでいるにも関
わらず樹脂の粘度上昇に繊維が寄与しない特異なレオ
ロジーを示すことが明らかとなった。また、相溶系コ
ンポジットを高速流動場で成形（射出成形）した場合、
繊維が流動配向しやすくなることが明らかとなった。
即ち、樹脂と強化繊維との親和性の向上により、繊維
は流動配向し易くなるという新たな概念をもたらせた。

いずれも、機能性繊維・高分子材料開発を検討する
植松氏の研究は、機能性繊維・高分子分野の知見に広
がりを与える位置づけであり、工業的だけでなく学術
的にも極めて重要である。従って、繊維学会奨励賞に
ふさわしいものと認められた。
〈主な業績〉

1）Uematsu et al., Inter. Polymer Processing 32, 3－10
（2017）.

2）特願 2012－254401 or Uematsu et al., Proc. of ISF
2014（2014）.

3）Uematsu et al., J. Appl. Polym. Sci., 131, 40409
（2014）.

4）Uematsu et al., Adv. Polym. Technol.（2017）in press

兼橋真二氏は、持続可能な低負荷な社会の実現に向
け、再生可能な植物バイオマスの有効利用を目的とし
た新規な機能性バイオベースポリマーの創製に取り組
んできた。特に食料需要と競合しない非可食な植物ポ
リフェノールであるカシューナットシェルリキッド

（CNSL）、天然漆（カテコール）や桂皮酸誘導体などの
リグニン由来化合物に着目し、これらを用いた新規機
能材料の創出に関する新しい研究を展開している。

例えば、カシューナッツの殻から抽出される天然の
植物油である CNSL を原料として、エポキシ化、熱
重合による自動酸化重合を用いたプレポリマー化を経
て、アミン化合物との反応により、室温で成形可能な
バイオベースポリマーを創製した。従来のフェノール
樹脂に代表されるように、これまではホルムアルデヒ
ドや重金属、強酸、強アルカリ、反応希釈剤である揮
発性有機化合物（VOC）が用いられてきたが、このバ
イオベースポリマーは、これらの化合物や試薬を一切
使用しない環境調和型の材料である。このバイオベー
スポリマーは 300℃ 程度までの耐熱性や酸、アルカリ、
有機溶媒に対する化学的耐久性に優れ、さらに天然ポ
リフェノール由来と推察される黄色ブドウ球菌や大腸

菌に対する抗菌特性を有していた。
一方、植物リグニン由来の桂皮酸誘導体（例えばク

マル酸やフェルラ酸）やバニリンを原料とした機能材
料開発も進めている。バニリンを原料として、熱によ
る脱水環化反応により高耐熱・高強度ポリマーである
ポリベンズオキサゾールを合成した。また、バニリン
由来の新規なシッフ塩基と桂皮酸誘導体とのエステル
交換反応により合成したポリエステル共重合体は、
250℃ まで耐熱性だけでなく液晶や蛍光特性を有する
興味深い材料であった。

これらのバイオベースポリマーは、フィルム、樹脂
への成形加工が可能であり、今後、コーティング材料
をはじめ、自動車部材、電子材料部材などの機能材料
分野に応用展開できるものと期待される。これらの一
連の研究成果は、非可食な植物バイオマスであるポリ
フェノール化合物の有効利用とバイオベース機能材料
分野における発展と実用化に大きく貢献するものであ
り、繊維学会奨励賞に値するものと認められた。
〈主な業績〉

兼橋真二，植物由来のバイオベース機能材料の開
発，繊維学会誌，72，305（2016）.

レオロジーの視点に基づく繊維・高分子材料
およびその成形加工プロセスの検討

東京農工大学大学院 工学研究院 応用化学部門 兼 橋 真 二

福井大学学術研究院 工学系部門繊維先端工学分野 植 松 英 之
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X線回折・散乱法を用いたバイオマス
プラスチックの結晶多形と共結晶化の解明

〈繊維学会・奨励賞〉

澤田敏樹氏は、繊維状ウイルスの一種である M13
ファージを機能性高分子として取り扱い、機能性ソフ
トマテリアルを構築する研究を展開している。M13
ファージは直径が約 5 nm、長さ約 1 μm、分子量約
1630 万と極めて細長く巨大な構造をもつ。遺伝子工
学に基づくタンパク質の改変技術が確立されており、
表層タンパク質に融合するかたちで望みのペプチドを
提示できる。また、高濃度条件下では規則的に集合化
し、濃度に依存してその液晶構造を変化させるリオト
ロピック液晶を形成する。この M13 ファージを新た
にマテリアル素材として利用することで、繊維状ウイ
ルスに新たな価値を見出すことに成功してきた。

抗原ペプチドを提示した M13 ファージを遺伝子工
学により構築し、抗体を固定化した金ナノ粒子を混合
すると、抗原－抗体反応を基に両者が自己組織化し、
ハイドロゲル形成することを見出している。得られた
ゲル中では、M13 ファージは液晶配向し、また金ナ
ノ粒子はフラクタル様にネットワーク構造を形成して

おり、高度に構造制御された新たなハイドロゲル系を
構築した。さらに、この分子設計の一般性を明らかに
すると共に、分子徐放性をもつ機能性ハイドロゲルを
M13 ファージから構築することも達成している。一
方で、マテリアルに結合するペプチドを提示した M13
ファージを利用することにより、高分子基板上で M13
ファージを高効率に配向固定できることや、レアアー
スの一種であるネオジムの選択的な吸着剤として M
13 ファージが利用できることも明らかにしてきた。

従来は遺伝子工学担体として利用されてきた繊維状
ウイルスを高分子科学と融合させてマテリアル応用す
る一連の研究成果は、高分子ならびに繊維科学の新た
な展開に寄与するものであり、繊維学会奨励賞として
ふさわしいものと認められた。
〈主な業績〉

T. Sawada et al., J. Mater. Chem. B, 1, 149－152
（2013）.; ACS Macro Lett. 3, 341－345（2014）.;
ChemistrySelect, 1, 2712－2716（2016）.

丸林氏は、再生可能な天然資源を原料とする高分子、
バイオマスプラスチックの高性能化・高機能化の指針
を得るために、X 線回折・散乱法を駆使して詳細な静
的・動的解析を行うことで、その結晶化や固体構造を
研究してきた。特に、バイオマスプラスチックの結晶
多形や共結晶化現象に着目し、大変興味深い知見を得
ている。

まず、代表的なバイオマスプラスチックであるポリ
（L－乳酸）（PLLA）の低分子化合物との共結晶化（疑似
多形）を見出し、その結晶構造を明らかにした。さら
に、PLLA とその光学異性体、ポリ（D－乳酸）の共結
晶（ステレオコンプレックス）の単結晶の成長様式や、
L－乳酸を主とした PLLA ランダム共重合体における
LLA セグメントとコモノマーセグメントの共結晶化
に関して緻密な解析により多くの基礎的知見を得てい
る。

次に、新規高性能バイオマスプラスチックとして、
微生物が分泌する多糖類のカードランの誘導体、カー
ドランプロピオネートに着目し、融点の大きく異なる
2 つの結晶構造（I 型・II 型結晶の結晶多形）を見出し、

熱・溶媒アニーリングにより両者を作り分けるととも
に、X 線繊維回折法によりその結晶構造を解明した。

最新の研究では、新規高性能バイオマスプラスチッ
クとして側鎖イソプロピル基の置換型 PLLA に着目
し、高融点、高結晶化度、結晶化が著しく速いこと、
そして溶媒キャストと熱処理では異なる結晶形が発現
すること（結晶多形）を報告している。現在、放射光 X

・・・線を用いた結晶化や結晶転移のその場観察にも精力的
に取り組んでおり、今後の活躍が一層期待される。

本研究で得られたバイオマスプラスチックの結晶多
形や共結晶化に関する基礎的知見は、環境に優しい高
分子・繊維材料の開発において、微細構造制御による
高性能化・高機能化、及び新規バイオマスプラスチッ
クの物性・機能開拓の観点から極めて有用であると考
えられる。以上より、本研究は繊維学会奨励賞に値す
るものと認められた。
〈主な業績〉

H. Marubayashi, S. Nojima, Macromolecules, 49,
5538（2016）.

繊維状ウイルスからなる
ソフトマテリアルの創製

東京工業大学物質理工学院 応用化学系 丸 林 弘 典

東京工業大学物質理工学院 応用化学系 澤 田 敏 樹
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平成29年度繊維学会年次大会
研究発表会・ポスター 発表

日 時：平成 29 年 6 月 7 日㈬～9 日㈮
会 場：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211 FAX : 03－5676－2501
http://www.towerhall.jp/

〈交通〉都営地下鉄新宿線船堀駅下車北口徒歩 30 秒

お知らせ
特別セッションの 2 分野を中心に繊維学会論文誌“Journal of Fiber Science & Technology（JFST）” の特集号を

企画いたします。詳細は 4 月号 A18 参照。

開催概要
繊維学会年次大会は、繊維・高分子科学に携わる研究者や技術者が一堂に会し、研究成果の発表を行い、参加者

と充実した議論やコミュニケーションができる場を提供することを開催の基本方針としています。また、活躍する
若手研究者の顕在化のために「若手優秀発表賞」を、優秀な学生・若手研究者を顕彰するために「若手ポスター賞」
をそれぞれ企画しています。例年、多数の一般発表に加え、特別講演や依頼講演もあります。会員の皆様には、ご
自身の最新の研究成果の発表の場、議論・討論の場、ネットワークを広げる場として、本年次大会を積極的にご活
用ください。

期間中の主な行事（昨年度と異なるのでご注意ください）
特別講演 6 月 7 日㈬ 13:30～14:30 A 会場（5 階小ホール）

日本初、新元素�ニホニウム�の発見と未来への展望
理化学研究所 仁科加速器研究センター
超重元素研究グループ 森本幸司

各賞授賞式 6 月 7 日㈬ 14:30～15:10 A 会場（5 階小ホール）
懇親会 6 月 7 日㈬ 18:30～20:30 2 階 桃源
総会 6 月 8 日㈭ 9:30～10:10 A 会場（5 階小ホール）
各賞受賞講演 6 月 8 日㈭ 10:40～12:20 A 会場（5 階小ホール）
ワインパーティー 6 月 8 日㈭ 18:30～20:00 2 階 蓬莱
企業展示 6 月 7 日㈬～9 日㈮ P 会場（1 階展示ホール）

発表分野
プログラム編成にあたり、発表内容を加味して、分野変更や分野統合などを行う可能性があります。予めご了承
ください。
［1．繊維・高分子材料の創製］1a 新素材合成、1b素材変換・化学修飾、1c無機素材・無機ナノファイバー・

有機無機複合素材
［2．繊維・高分子材料の機能］2a オプティクス・フォトニクス、2bエレクトロニクス、2cイオニクス、2d機

能膜の基礎と応用、2e接着・界面/表面機能、2f 耐熱性・難燃性
［3．繊維・高分子材料の物理］3a 結晶・非晶・高次構造、3b繊維・フィルムの構造と物性、3c複合材料の構

造と物性
［4．成形・加工・紡糸］4a ナノファイバー、4b繊維・フィルム、4c複合材料・多孔体
［5．染色・機能加工］5a 染色、5b機能加工
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［6．テキスタイルサイエンス］6a 紡織・テキスタイル工学、6b消費科学、6c感性計測・評価
［7．天然繊維・生体高分子］7a 紙・パルプ、7b天然材料・ナノファイバー、7c生分解性材料、7dバイオポリ

マー、7eバイオマス
［8．ソフトマテリアル］8a 液晶、8bコロイド・ラテックス、8cゲル・エラストマー、8dブレンド・ミクロ相

分離、8eその他ソフトマテリアル
［9．バイオ・メディカルマテリアル］9a 生体材料・医用高分子材料
特別セッション
［S1．セルロースナノファイバー］
［S2．繊維・高分子材料と放射光］

優秀発表者の表彰：
次の 2 部門で優秀者の表彰をします。
部門A［口頭発表：一般「A1」または若手「A2」］（討論 5分を含んで発表時間 20分）
部門 P［ポスター発表：一般「P1」または若手「P2」］
A2：平成 29 年 4 月 1 日現在、40 歳未満の正会員および学生会員

（学生会員は博士後期課程の学生に限る）
P2：平成 29 年 4 月 1 日現在、博士号を持たない 36 歳未満の学会員
A2 および P2 の受賞者は、2 日目のワインパーティーで公表し表彰します。
今年度は、A2 の受賞者も、2 日目のワインパーティーで公表し表彰します。

予稿集発行日：平成 29 年 6 月 5 日㈪
発表方法：
口頭発表：液晶プロジェクターが準備されています。パソコンは発表者自身がご持参ください。液晶プロジェクター

と PC は、ミニ D－Sub 15 ピン（オス）ケーブルで接続します。ミニ D－Sub 15 ピン端子のない PC を持
参される場合は、アダプターもご自身でご準備ください。

ポスター：縦 180 cm×横 120 cm×高さ 190 cm のポスターボードに掲示ください。掲示場所が不足する場合は、
別途ご案内します。

ポスター展示時間：
1. ポスター貼付

プログラム決定次第、順次掲載します。
2. 発表時間

Obligation time（聴講に来た人に研究発表内容を説明したり、質問に答えたりする時間）にはポスター前に待機
してください。その時間以外は、発表者はパネル前に待機する必要はありませんが、ポスターは掲示しておい
てください。

3. ポスター撤去
Obligation time 終了後、17:00 までにポスターを撤去してください。

参加申込：
注）登録の際、繊維学会員は会員番号（個人会員、学生会員の方）が必要になります。
会員番号は学会誌送付用封筒に記載されております。
非会員の方は、会員番号の入力欄に「000000000000（ゼロを 12 桁）」入力してください。

送金方法：登録者は、事前登録締切期限までに参加登録料を下記のいずれかの方法にてご送金ください。
振込手数料は各自でご負担ください。
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※期間内に入金が確認できない場合は、当日登録料金となります。
（1）現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人繊維学会 年次大会係
（2）銀行振込：三菱東京 UFJ 銀行 目黒駅前支店 普通口座 4287837

（加入者名）一般社団法人繊維学会
（3）郵便振替：口座番号 00110－4－408504

（加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会
参加登録料・懇親会費

その他
不測の事態（インフルエンザ流行等）が生じた場合は、Web 上で告知することをご承知おきください。

ご不明の点は、学会事務局（TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp）にお問い合
わせください。

平成 29年度繊維学会年次大会実行委員会
実行委員長：岩田忠久（東大）
実行副委員長：荒西義高（東レ）、金井博幸（信州大）、斉藤継之（東大）、富永洋一（農工大）
担当理事：戸木田雅利（東工大）
実行委員（五十音順）：雨宮敏子（お茶の水大）、荒木 潤（信州大）、石井大輔（東京農業大）、石毛亮平（東工大）、

伊藤瑞香（和洋女子大）、上谷幸治郎（立教大）、植松英之（福井大）、江島広貴（東大）、加部泰三（JASRI）、
小林元康（工学院大）、佐藤高彰（信州大）、敷中一洋（産総研）、高木秀彰（高エネ加速研）、宝田 亘

（東工大）、橘 熊野（群大）、帯刀陽子（農工大）、田中稔久（信州大）、田中 学（首都大）、中根幸治
（福井大）、中澤靖元（農工大）、長嶋直子（和洋女子大）、藤澤秀次（森林総研）、堀場洋輔（信州大）、
松田靖弘（静岡大）、丸林弘典（東工大）、村瀬浩貴（共立女子大）

学会事務局：野々村弘人、山本恵美

参加登録料 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

当日登録料 12,000 円 12,000 円 20,000 円 5,000 円 8,000 円

懇親会費 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

当日登録料 8,000 円 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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平成 29年度繊維学会年次大会
プログラム

特別講演
6 月 7 日㈬ 13:30～14:30 A 会場（5 階小ホール）

［座長 岩田忠久（東大）］
13:30 1S01 日本初、新元素“ニホニウム”の発見と

未来への展望…（理研）森本幸司

功績賞・学会賞・技術賞・論文賞・奨励賞
授賞式

6 月 7 日㈬ 14:30～15:10 A 会場（5 階小ホール）

通常総会
6 月 8 日㈭ 9:30～10:10 A 会場（5 階小ホール）

学会賞受賞講演
6 月 8 日㈭ 10:40～11:15 A 会場（5 階小ホール）

［座長 木村邦生（岡山大）］
10:40 2S01 溶融延伸による高性能繊維・膜の創製…

（群馬大）上原宏樹

技術賞受賞講演
6 月 8 日㈭ 11:15～12:05 A 会場（5 階小ホール）

［座長 青山雅俊（東レ）］
11:15 2S02 繊維/布帛型太陽電池の開発…（住江織

物）杉野和義、源中修一
11:40 2S03 溶融紡糸ポリエチレン繊維「ツヌーガⓇ」

の開発…（東洋紡）小田勝二、増田実、中野龍明

（以下、プログラムは会場順に表示しています。講演・
発表時間はいずれも質疑応答を含みます。）

A 会場（5階小ホール）
6月 7日㈬

繊維・高分子材料と放射光

［座長 村瀬浩貴（共立女子大）］
10:00 1A01 Polypropylene の繊維構造形成における

紡糸速度の影響…（信州大・繊維）◯金慶孝、小
池直輝、冨澤錬、伊香賀敏文、大越豊

10:20 1A02 小角 X 線散乱による銅アンモニアレー
ヨン凝固過程の解析…（旭化成）○山縣麻衣子、
岩間立洋、坂本直紀、森田徹

10:40 1A03 ホーネットシルクの素材化における特異
な構造形成…（農研機構）○吉岡太陽、亀田恒徳、

（豊 田 工 大）田 代 孝 二、（Marburg University）
Andreas K. SCHAPER

［座長 櫻井伸一（京工繊大）］
11:00 1A04 微生物産生ポリエステルに対する冷圧プ

レス処理延伸法の 開 発 と 高 次 構 造 変 化…
（JASRI）○加部泰三、（理科大）叶芸、大竹勝人、
（理研）引間孝明、（東北大・多元研）高田昌樹、（東
大院・農）岩田忠久

11:20 1A05 高輝度放射光を用いたフイルム・繊維の
構造解析…（東洋紡）○船城健一、今井徹、北河享

11:40 1A06 小角 X 線散乱によるエポキシ樹脂の硬
化挙動解析…（デンソー）○岡本泰志、青木孝司、
杉浦昭夫、（九大・先導研）高原淳、（東大・物性
研）柴山充弘

［座長 加部泰三（JASRI）］
15:30 招待講演

1A08 放射光イメージングを用いた加齢と共に
変化する毛髪内構造評価…（ミルボン）伊藤廉

［座長 山本勝宏（名工大）］
16:10 1A10 パラミロンエステル誘導体の調製と基礎

物性評価および結晶弾性率の測定…（東大院・農、
理研播磨）○甘弘毅、石井大輔、（東大院・農、
理研播磨、JASRI）加部泰三、（理研播磨）引間孝明、
高田昌樹、（東大院・農、理研播磨）岩田忠久

16:30 1A11 小角・広角 X 線散乱実験によるセル
ロース/イオン液体溶液の構造解析…（東大・物
性研）○廣澤和、（山口大院・創成）藤井健太、（横
国大院・工）橋本慧、（東大・物性研）草野巧巳、
柴山充弘

［座長 船城健一（東洋紡）］
16:50 1A12 異なる竹齢における細胞壁中のセルロー

スミクロフィブリル傾角および結晶構造の解析
…（京工繊大・バイオ）○岡久陽子、（神戸大院・
工）本郷千鶴

17:10 1A13 放射光時分割 WAXD/SAXS 同時測定
による結晶性バイオマスプラスチックの多形現
象の解明…（東工大・物質）○丸林弘典、牛尾孝
顕、青木大、篠塚祐志、野島修一

17:30 1A14 時分割 USAXS 法を用いた変形下におけ
るゴム中フィラーの分散状態の変化に関する研
究…（山形大院・有機）○西辻祥太郎、鈴木翔、（山形
大・工）北林孝志、大友真、（京大・化研）竹中幹人

6 月 8日㈭
繊維・高分子材料と放射光

［座長 西辻祥太郎（山形大）］
14:00 2A01 斜入射 X 線散乱法を用いた高分子薄膜

の結晶構造の評価…（三井化学）○内田公典、三
田一樹、（九大・先導研）檜垣勇次、小椎尾謙、
高原淳

14:20 2A02 ポリオールとジイソシアネートで伸長し
たポリウレタンの分子鎖凝集構造と力学特性…

（九大院・工）増田汐里、野崎修平、（九大院・工、
九大・先導研、WPI-I2CNER）○小椎尾謙、高原淳

14:40 2A03 微小角入射 X 線散乱測定時間分解測定
によるスピンコート成膜過程におけるポリ ε カ
プロラクトンの結晶配向と高次構造形成挙動の
追跡…（京工繊大院・工芸）○Park Jinkyu、宮元
駿、合田真美、（京工繊大・研推）Hossain Md.
Amran、（京工繊大・繊維）櫻井伸一、（JASRI、
SPring-8）増永啓康、（理研 SPring-8 センター）
引間孝明、（理研 SPring-8 センター、東北大・
多 元 研）高 田 昌 樹、（京 工 繊 大・繊 維、理 研
SPring-8 センター）佐々木園

［座長 小椎尾謙（九大）］
15:00 2A04 Enhancement of Crystallizability of Poly

（L-lactic Acid） by Addition of Liquid-type
Nucleation Agents…（Grad. Sch. Sci. Tech.,
Kyoto Inst. Tech）○Pham Thi Ngoc Diep,（Taiyo
Kagaku Co., Ltd）Masatsugu Mochizuki, Mikio
Doi,（Fac. Fiber. Sch. Eng., Kyoto Inst. Tech.）
Sono Sasaki, Shinichi Sakurai

15 :20 2A05 ポリ（3－ヒドロキシブチレート－co－3－ヒ
ドロキシヘキサノエート）の溶融ー等温結晶化薄
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膜におけるラメラの選択的配向性…（京工繊大院・
工芸）○合田真美、（京工繊大・工芸）堤正貴、（京
工繊大院・工芸、京工繊大・繊維）櫻井伸一、山
根秀 樹、（JASRI、SPring-8）増 永 啓 康、（理 研
SPring-8 センター）引間孝明、（東北大・多元研）
高田昌樹、（九大・先導研）平井智康、高原淳、（京
工繊大院・工芸、京工繊大・繊維、理研 SPring-
8 センター）佐々木園

15:40 2A06 マキシマムエントロピー法と粉末 X 線
解析法に基づくポリ（3－ヒドロキシブチレート）
結晶の電子密度分布解析法の検討…（京工繊大院・
工芸）○山本淳記、合田真美、（京工繊大・研推）
Hossain、Md Amran、（京工繊大院・工芸、京
工繊大・繊維）櫻井伸一、（理研 SPring-8 セン
ター）加藤健一、（東北大・多元研）高田昌樹、（京
工繊大院・工芸、京工繊大・繊維、理研 SPring-
8 センター）佐々木園

［座長 鳥飼直也（三重大）］
16:00 2A07 Grain Growth Mechanism for Spherical

Microdomains Near the Surface of a Thin Film
of a Block Copolymer…（Kyoto Inst. Tech.）○
Rasha Ahmed Hanafy Bayomi, Konomi Honda,
Sono Sasaki, Shinichi Sakurai

16 :20 2A08 ブロック共重合体/ホモポリマーブレン
ドの球状ミセルが配列して作る格子…（高エネ研・
PF）○高木秀彰、（名工大院・工）山本勝宏

16:40 2A09 選択溶媒を用いたブロック共重合体溶液
のモルホロジー転移温度付近でのミクロ相分離
構造の配列規則性変化…（京工繊大院・工）○山
中怜、（高エネ研）高木秀影、清水伸隆、五十嵐
教之、（京工繊大院・工）佐々木園、櫻井伸一

［座長 高木秀彰（高エネ研）］
17:00 2A10 液晶性ジブロック共重合体/ホモポリ

マーブレンドによる薄膜中での垂直配向シリン
ダー径制御…（京工繊大院・工）○吹田茂生、（村
田製作所）丸山則彦、（京工繊大院・工）浅岡定幸、
佐々木園、櫻井伸一

17:20 2A11 分子配列の異なる二成分三元ブロック共
重合体の相分離構造に及ぼす添加ホモポリマー
の影響…（三重大院・地域イノベーション）茂苅
佳祐、○鳥飼直也、（三重大院・工）藤井義久

17:40 2A12 特異な温度依存小角散乱プロファイルを
与えるブロック共重合体のミクロ相分離構造…

（名工大院・工）○佐竹好輝、吉森健一、山本勝宏

B会場（4階研修室）
6月 7日㈬

セルロースナノファイバー

［座長 上谷幸治郎（立教大）］
10:00 1B01 TEMPO 酸化セルロースナノファイ

バーによる乳化機構の研究…（第一工業製薬）○
後居洋介、（東大院・農）齋藤継之、磯貝明

10:20 1B02 エマルションテンプレート法によるナノ
セルロース/高分子複合マイクロ粒子の調製…

（森林総研）○藤澤秀次、戸川英二、黒田克史
10:40 1B03 セルロースナノファイバーの紡糸とその

性質…（京大・生存研）内海百代、○阿部賢太郎、
矢野浩之

［座長 阿部賢太郎（京大）］
11:00 1B04 セルロースナノファイバーからなる新規

キセロゲルの調製と特性解析…（東大院・農）○
山崎俊輔、安井皓章、齋藤継之、磯貝明

11:20 1B05 TEMPO 酸化セルロースナノファイ
バーハイドロゲルの物性…（信州大・カーボン
研）○大島忠幸、三浦隆、野口徹

［座長 齋藤継之（東大）］
15:30 招待講演

1B08 天然セルロースの長さ方向における高次
構造…（農工大院・農）堀川祥生

［座長 石井大輔（東大）］
16:10 1B10 モンモリロナイト充てんセルロースナノ

ファイバーの補強性と応力伝達…（神戸大院・
工）○西野孝、大橋卓弥、本郷千鶴

16:30 1B11 濃厚ポリマーブラシ付与 CNF/ボトルブ
ラシ複合ゲルの創製とトライボロジー特性…（京
大・化研、松本油脂製薬）○清水吉彦、（京大・
化研）榊原圭太、辻井敬亘

16:50 1B12 面内異方性を持つ伝熱セルロースナノ
ペーパー…（立教大・理）○上谷幸治郎、岡田拓
巳、大山秀子

［座長 藤澤秀次（森林総研）］
17:10 1B13 低分子アミンによる TEMPO 酸化セル

ロースの熱安定性の検討…（東大院・農）○落合
優、齋藤継之、磯貝明、Nathalie Lavoine

17 :30 1B14 三酢酸セルロースナノファイバーの作製
…（信州大院・理工）○井澤美佳、（信州大・繊維）
村上泰、森川英明、後藤康夫、山中茂

17:50 1B15 異種対イオン混合系におけるナノセル
ロースの電気二重層構造…（東大院・農）○久保
竜士、齋藤継之、磯貝明

6 月 8日㈭
天然繊維・生体高分子

［座長 高田晃彦（九大）］
14:00 2B01 ジスルフィド結合の還元分解性を利用し

た時限環境分解性の生分解性高分子…（群馬大院・
理工）◯馬場琢朗、橘熊野、粕谷健一

14:20 2B02 P（3HB-co-3HH）/Polyvinyl alcohol Blend
Nanofibers: Characterization and In vitro
degradation and bio-compatibility…（Shinshu
University）◯Rina Afiani Rebia, Toshihisa
Tanaka

14 :40 2B03 クモ糸の紡糸機構と動的な構造変化に関
する研究：いかにクモ糸はタフネスを誘起する
か…（理研・酵素）○沼田圭司、（JASRI）増永啓康

15:00 2B04 側鎖に芳香環を有する 5－ヒドロキシメ
チルフルフラール誘導体を基盤としたビニルポ
リマーの合成…（農工大院・連大）○毛利嘉一、

（農工大・農）粕谷夏基
［座長 石井大輔（東大）］
15:20 2B05 エリ蚕絹フィブロインの精密一次構造を

ベースとした構造転移に関する 13 C ラベル
NMR モニタリング…（農工大院・工）○西村明
生、（農工大院・工）佐藤佑哉、（農工大院・工）
朝倉哲郎

15:40 2B06 水中カウンターコリジョン法を用いてコ
ラーゲンナノファイバーから調製されるナノブ
ロックの性質…（九大院・生資環）◯辻田裕太郎、
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近藤哲男
16:00 2B07 セルロースナノファイバーの結晶性解析

…（東大院・農）◯大長一帆、小野祐子、齋藤継
之、磯貝明

［座長 橘熊野（群馬大）］
16:20 招待講演

2B08 バイオマス由来含芳香族化合物群を利用
した新規樹脂素材開発…（理研）阿部英喜

［座長 沼田圭司（理研）］
17:00 2B10 イオン液体複合化によるセルロースフィ

ルムの熱加工性付与…（九大・先導研）○高田晃
彦、（鹿児島大院・理工）羽生泰浩、山元和哉、
門川淳一

17:20 2B11 ポリ乳酸の二軸延伸による薄膜化…（群
馬大院・理工）板谷奈美、○上原宏樹、坂村拓映、
山延健

6 月 9日㈮
天然繊維・生体高分子

［座長 上高原浩（京大）］
9:30 3B01 伸長過程における竹から精製したセル

ロースの物性評価およびセルロースナノファイ
バーへの応用…（京工繊大・工芸）○坂田洋基、
岡久陽子、浦川宏

9:50 3B02 各種バイオマスから精製したセルロース
の物性評価とセルロースナノファイバーへの応
用…（京工繊大・工芸）○古川裕真、岡久陽子、
浦川宏

10:10 3B03 ソバ殻由来セルロースナノファイバーの
特性解析…（東大院・農）◯中村泰隆、齋藤継之、
磯貝明、（宇都宮大・農）金野尚武、羽生直人

［座長 橘熊野（群馬大）］
10:30 3B04 フィブロインとセリシンの相互作用の可

能性…（群馬大院・理工）○河原豊
10:50 3B05 木質バイオマスを原料とした両親媒性マ

テリアルの合成…（京大院・農）○上高原浩、三
木健太郎、岡西諒子、高野俊幸

［座長 河原豊（群馬大）］
11:10 3B06 R. eutrophaを用いたポリ（3－ヒドロキシ

アルカノエート）二元ブロック共重合体の生合成
および結晶化挙動…（龍谷大・理工）○小前田智、
中沖隆彦

11:30 3B07 P. putidaによる炭素源に 5－フェニルペ
ンタン酸を用いたポリ（3－ヒドロキシアルカノ
エート）の生合成…（龍谷大・理工）◯田中雄規、
中沖隆彦

11:50 3B08 ジカルボン酸とジオールからなる脂肪族
ポリエステルの生分解性・化学構造相関解明…

（群馬大院・理工）◯橘熊野、馬場琢朗、須田将
太、影山航平、粕谷健一

C会場（4階 401 会議室）
6月 7日㈬

バイオ・メディカルマテリアル

［座長 中澤靖元（農工大）］
15:30 1C08 ホーネットシルクの素材化と利用…（農

研機構）◯亀田恒徳、吉岡太陽
15:50 1C09 生体材料応用への基盤となる含水状態で

の家蚕絹素材に関する NMR 研究…（農工大院・
工）○田制侑悟、遠藤雅則、福原吏奈、朝倉哲郎

16:10 1C10 多機能生理活性シルクフィブロイン物理
架橋ゲルの in vivo 血管誘導…（国循研セ）○山岡
哲二、村越成恵、神戸裕介

［座長 亀田恒徳（農研機構）］
16:30 1C11 ペプチドを用いた細胞接着性シルクフィ

ブロインフィルムの作製…（防衛大・応化）○中
澤千香子、高橋諒一、浅野敦志、（農工大院・工）
市田雄也、中澤靖元

16:50 1C12 脱細胞化動脈組織構造の再細胞化への影
響解析…（信州大・繊維）○根岸淳、（東医歯大・
生材研）橋本良秀、山下暁立、張永巍、舩本誠一、
岸田晶夫

17:10 1C13 ポリプロピレンオキシドに結合するペプ
チドを分子ツールとして用いる医用高分子の機
能化…（東工大・物質）○澤田敏樹、滝澤実咲、
福田広輝、芹澤武

17:30 1C14 薬剤徐放制御のための芯鞘ナノファイ
バーの創成と機能評価…（福井大院・工）○日比
野隼也、末信一朗、藤田聡

6 月 8日㈭
バイオ・メディカルマテリアル

［座長 中澤千香子（防衛大）］
14:00 2C01 電極表面における酵素分子搖動制御によ

る高性能バイオデバイスの構築…（福井大院・
工）○坂元博昭、大西拓、高村映一郎、里村武範、
末信一朗

14:20 2C02 エーテル系側鎖による生分解性ポリカー
ボネートの含水性の制御と血小板粘着性…（山形
大院・有機）○福島和樹、羽賀悠太、（山形大院・
理工）井上裕人、高岡駿矢、佐藤千香子、（山形
大・FROM）土屋遥、（九大・先導研）田中賢

14:40 2C03 エステルフリー型ポリトリメチレンカー
ボネート誘導体のディップコート膜調製と表面
解析…（奈良先端大・物質創成）○網代広治、孕
石英義

［座長 中澤靖元（農工大）］
15:00 招待講演

2C04 再生医療の実用化 －現状と課題－…（株
式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリン
グ）畠賢一郎

［座長 福島和樹（山形大）］
15:40 2C06 放射光小角 X 線散乱法を用いたニワト

リ卵白由来リゾチームの溶液中における蛋白質
間相互作用および空間分布の解明…（信州大院・
繊維）○仙石琢也、柳瀬慶一、稲野紘一、（信州
大・繊維）新井亮一、佐藤高彰

16:00 2C07 バイオ電池への応用を目指したバイオデ
バイス界面の構成…（福井大院・工）○末信一朗、
殿岡愛菜、里村武範、坂元博昭

16:20 2C08 セグメント配置の異なるポリウレタンナ
ノファイバー表面へのタンパク質吸着挙動の解
析…（福井大院・工）○森田祐子、坂元博昭、末
信一朗
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D会場（4階 407 室）
6月 7日㈬

テキスタイルサイエンス

［座長 村瀬浩貴（共立女子大）］
15:30 1D08 ナノ繊維糸の試作とその引張特性につい

て…（信州大院・理工）◯岩月智也、（信州大・繊
維）坂口明男、木村裕和、森川英明、朱春紅、（信
州大・IFES）金翼水、大川浩作

15:50 1D09 セルロースナノファイバーの調製法が塗
工布の物性に及ぼす影響…（東京家政大・家政）
○白井菜月、磯上裕子、酒井千聖、芳賀美波、
横尾梨歌、濱田仁美

16:10 1D10 X 線 CT を用いたメルトブローン不織布
の厚み方向構造分布の評価…（信州大・繊維）○
石川達也、石井雄二郎、金慶孝、大越豊

［座長 濱田仁美（東京家政大）］
16:30 1D11 体幹部圧迫が姿勢と動作に及ぼす影響…

（文化学園大院・生活環境）○伊豆南緒美、佐藤
真理子

16:50 1D12 紙布の接触冷感に関する研究…（共立女
子大・家政）○村瀬浩貴、毛塚翔子、石原慶子、
後藤純子

17:10 1D13 最大熱流束の測定に関する研究…（神戸
大院・人間発達環境）○井上真理

［座長 堀場洋輔（信州大）］
17:30 招待講演

1D14 バイオマーカーを用いた心身ストレスの
可視化技術…（信州大・繊維）山口昌樹

6 月 8日㈭
テキスタイルサイエンス

［座長 井上真理（神戸大）］
14:00 2D01 日本産木材に対する外国人と日本人の印

象評価の違い…（信州大院・総工）◯設楽稔那子、
（信州大・繊維）吉田宏昭、（信州大院・総工）上
條正義、（岐阜・生活技研）藤巻吾朗、山口穂高

14:20 2D02 人体熱モデルによる皮膚温度予測におけ
る着衣の熱移動モデル…（旭化成）○高橋順一、
小原和幸、矢田和也

14:40 2D03 WBGT による熱中症予防指針の有効性
および限界に関する検討…（横国大・教育）◯薩
本弥生、（元横国大院・教育）青柳卓也

［座長 高寺政行（信州大）］
15:00 2D04 手組による曲がり組紐の製造技法開発…

（組紐・織紐研究所）◯吉田夕子、（村田機械）魚
住忠司、（京工繊大）多田牧子

15:20 2D05 真田紐の構造と強度…（組紐・織紐研究
所）◯高木たまき、（岐阜大・工）仲井朝美

15:40 2D06 組紐の評価手法に関する検討…（京工繊
大）◯大谷章夫、（組紐・織紐研究所）菊池摩耶子、

（テクスト）多田牧子
［座長 牛腸ヒロミ（実践女子大）］
16:00 2D07 紡績方法の異なる綿糸を用いた編物の洗

たく乾燥に伴う風合い変化…（信州大院・理工）
◯平田凪沙、（信州大・IFES）金炅屋、高寺政行、

（近藤紡績所）神田匡祐、川上正敏
16:20 2D08 撚り回数が異なる綿糸によるタオルの洗

濯に伴う風合いの変化…（信州大・繊維）◯上條

正義、山之内尚弥、上前真弓、吉田宏昭、（近藤紡
績所）川上正敏、神田匡祐、（ホットマン）坂本将之

16:40 2D09 編物の収縮率に及ぼす湿潤後の乾燥条件
の影響…（信州大・繊維）◯橋本侑里香、（信州大・
IFES）金炅屋、高寺政行、（パナソニック・AP
社）橋本和彦

［座長 上條正義（信州大）］
17:00 2D10 市販アパレル製品の染色堅牢度に及ぼす

時間、温度の影響…（実践女子大・生活科学）○
稲垣サナエ、石井桜子、牛腸ヒロミ、（東工大・
名誉）小見山二郎

17:20 2D11 手洗い洗濯における織物変形挙動シミュ
レーション…（岐阜市立女子短大）○太田幸一、

（花王）小島宏紀、小暮栄一、石塚仁、岡田京子、
岡野哲也

17:40 2D12 手洗いの物理力を最大活用する衣類洗浄
技術…（花王）○小島宏紀、（岐阜市立女子短大）
太田幸一、（花王）小暮栄一、石塚仁、岡田京子、
岡野哲也

6 月 9日㈮
テキスタイルサイエンス

［座長 西松豊典（信州大）］
9:30 3D01 大学生が求める洋服の機能性…（神戸学

院大・経営）○辻幸恵
9:50 3D02 若年者のボタンかけに及ぼす操作方向、

高径寸法、身頃安定性の影響…（信州大・教育）
○福田典子

10:10 3D03 寝姿勢と寝心地との関係…（信州大・繊
維）○吉田宏昭、上條正義

［座長 吉田宏昭（信州大）］
10:30 3D04 寝床内温度・湿度が入眠時の温熱快適感

に及ぼす影響…（信州大・繊維）◯上野貴之、川阪
明彦、新見嘉崇、西山直秀、金井博幸、西松豊典

10:50 3D05 筋骨格シミュレータを用いた動作快適性
の解析…（信州大・繊維）○堀場洋輔、（信州大院・
理工）徳竹歩、（信州大・IFES）乾滋

［座長 福田典子（信州大）］
11:10 3D06 仮想空間における布モデルの操作…（信

州大・繊維）◯綿引拓人、（信州大・IFES）乾滋、
（信州大・繊維）堀場洋輔

11:30 3D07 DFS を用いた中空構造織物の設計とシ
ミュレーションの検討…（信州大院・理工）○林
香澄、（信州大・繊維）森川英明、朱春紅

11:50 3D08 糸特性に基づいた織物物性予測…（信州
大院・理工）山本航、（信州大・IFES）○乾滋、（信
州大・繊維）堀場洋輔

E会場（4階 406 室）
6月 7日㈬

繊維・高分子材料の創製

［座長 吉田裕安材（信州大）］
10:20 1E02 同時糖化粉砕による植物高分子成分の利

用…（農工大院・工）○敷中一洋、（森林総研）大
塚祐一郎、中村雅哉

10:40 1E03 ナノシートからなる中空状炭素繊維の作
製…（信州大院・総工）○匂坂憲人、服部義之

A16



［座長 中根幸治（福井大）］
11:00 1E04 エレクトロスピニングにより作製した

Cucurbit［6］uril不織布の機能評価…（信州大・繊維）
○宮澤幸樹、吉田裕安材、（阪大院・工）木田敏之

11:20 1E05 直接紡糸技術による環状低分子化合物の
ファイバー化…（信州大・繊維）○吉田裕安材、
菊田 憲、（阪大院・工）木田敏之

［座長 敷中一洋（農工大）］
15:30 招待講演

1E08 ポリドーパミンを用いる構造発色材料…
（千葉大院・工）桑折道済

［座長 金澤等（福島大）］
16:10 1E10 フラン系ポリケトンの合成…（岡山大院・

環境）小山亮、兼高祐輔、新史紀、山崎慎一、○
木村邦生

16:30 1E11 ベンゾビスチアゾール骨格を含むポリイ
ミドとポリアミドの調製…（岡山大院・環境）三田
育実、兼高祐輔、新史紀、山崎慎一、○木村邦生

［座長 木村邦生（岡山大）］
16:50 1E12 アミノ酸 N－カルボキ無水物の反応性の

再検討 79. 第 2 級アミン開始重合機構の解明…
（福島大・理工）○金澤等、稲田文

17:10 1E13 α－（ハロメチル）アクリル酸エステルの
連続的求核反応による高分子合成…（信州大・繊
維）○高坂泰弘、萩原敬人、宮崎匠

17:30 1E14 Functionalization of textiles by an innovative
visible light respond Bi2O4-x nanoparticles for
photocatalysis…（福井大院・工）○呂英、許章煉、
中根幸治

6 月 8日㈭
繊維・高分子材料の機能

［座長 富永洋一（農工大）］
14:00 2E01 立体規則性ポリメタクリル酸メチルブラ

シを用いた高次フラーレンの選択分離…（九大院・
工）○佐藤雅尚、（九大院・工、九大・先導研）平
井智康、高原 淳

14:20 2E02 構造キラリティーを制御した高分子膜の
表面特性…（九大院・工）○大場真之介、（九大院・
統合新領域）春藤淳臣、（九大院・工）田中敬二

14:40 2E03 非溶媒界面におけるポリマー膨潤挙動と
バイオイナート特性…（九大院・工）○松野寿生、
平田豊章、（高エネ研）山田悟史、（住友ゴム工業）
皆川康久、（九大院・工）田中敬二

［座長 吉水広明（名工大）］
15:00 2E04 ガラス繊維のシラン処理による樹脂相変

性領域と材料特性に及ぼす影響…（湘工大・工）
○幾田信生、（メイショーテクノ）大西晃宏

15:20 2E05 表面修飾シリカナノ粒子含有 PIM-1 複
合膜の気体透過メカニズムの解析…（首都大院・
都市環境）○三上寛翔、工藤雄貴、田中学、山登
正文、川上浩良

15:40 2E06 高分子系気体分離膜における不純物の影
響…（農工大院・工、メルボルン大）○兼橋真二、

（農工大院・BASE）荻野賢司、（メルボルン大）
Sandra Kentish

［座長 兼橋真二（農工大）］
16:00 2E07 ゴム状高分子の核磁気共鳴法で求める気

体拡散係数…（名工大院・工）○宮代亜紗美、吉
水広明

16:20 2E08 異なる凝集構造に変化させた PMMA の
NMR 法で評価される自由体積評価…（名工大院・
工）○西口枝里子、吉水広明

16:40 2E09 PVA 系ナノファイバーを用いた新規
PVA 系イオン交換膜の成膜条件と膜特性との関
係…（山口大院・理工）水野泰子、（山口大院・創
成科学）○比嘉 充、安川政宏、（東工大・物質）
清野史康、松本英俊

［座長 比嘉充（山口大）］
17:00 2E10 リチウムイオン伝導性ナノファイバーフ

レームワークを用いた全固体二次電池の作製と
特性評価…（首都大院・都市環境）○稲船勇太、
渡辺司、田中学、川上浩良

17:20 2E11 リチウムシングルイオン伝導性ナノファ
イバー複合膜の作製と二次電池応用…（首都大院・
都市環境）○中澤駿、渡辺司、田中学、川上浩良

17:40 2E12 エチレンオキシド/エチレンカーボネー
ト共重合体型固体電解質の電気化学特性…（農工
大院・BASE）○富永洋一、森岡孝至

6 月 9日㈮
繊維・高分子材料の機能

［座長 帯刀陽子（農工大）］
9:30 3E01 ポリ（3－アルキルチオフェン）薄膜の光電

荷生成に及ぼす側鎖アルキル基の偶奇効果…（九
大・分子国際教育セ）○川口大輔、（九大院・工）
山口修平、緒方雄大、（神奈川大・工）時田遊、
横澤勉、（九大院・工）田中敬二

9:50 招待講演
3E02 分子集合体ナノファイバーの創製と機能
性…（東北大・多元研）芥川智之

10:30 3E04 撥水効果の低下による防火服生地の含水
が寄与する水蒸気熱傷の研究…（信州大・繊維）
○水澤聖佳、若月薫、鮑力民、森川英明

［座長 田中学（首都大）］
10:50 3E05 防護服上に高温液体が付着・燃焼した際

の熱流束の評価と熱傷への影響…（信州大・繊維）
○堀口拓也、若月薫、渡邉憲道、鮑力民、森川英明

11:10 3E06 新規耐熱性繊維:PA 9 T 繊維について…
（㈱クラレ）○角振将平、遠藤了慶
3E07 （キャンセル）

11:30 3E08 リバースエンジニアリングを介した次世
代防火服の耐熱設計手法の開発…（信州大・繊
維）○村本周平、若月薫、鮑力民、森川英明

F 会場（3階 302 会議室）
6月 7日㈬

成形・加工・紡糸

［座長 伊藤浩志（山形大）］
10:00 1F01 シクロデキストリン不織布の結晶性制御

…（信州大・繊維）○櫻木健太、杉山雄士、菊田
憲、吉田裕安材

10:20 1F02 高熱伝導性高耐熱性剛直高分子ナノファ
イバーおよびナノシートの作製と複合体フィル
ムへの応用…（岡山大院・自然）童銅はる香、○内
田哲也

［座長 金慶孝（信州大）］
10:40 1F03 高プロトン伝導パスを表面に有するナノ
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ファイバーフレームワーク複合電解質膜の作製
と燃料電池特性評価…（首都大院・都市環境）○
小椋隆廣、牧之内貴仁、田中学、川上浩良

11:00 1F04 熱可塑性エラストマー射出成形品の力学
特性と高次構造の関係…（山形大院・有機）○玉
村涼介、伊藤浩志、（東洋紡）山下勝久、野々村
千里、（メカニカルデザイン）小林卓哉

［座長 内田哲也（岡山大）］
11:20 1F05 熱インプリントによる PEI への微細構

造形成…（山形大院・有機）○宍戸啓太、根本昭
彦、伊藤浩志

11:40 1F06 熱式/UV 式ハイブリッドインプリント
によるレンズ表面への微細構造形成…（山形大院・
有機）◯太田翔吾、根本昭彦、石神明、伊藤浩志

［座長 宝田亘（東工大）］
15:10 招待講演

1F07 溶融紡糸プロセスのマルチスケールシ
ミュレーション…（京大院・工）谷口貴志

15:50 1F09 ハイスピードカメラを用いた電界紡糸繊
維形成過程の直接観察と解析…（東工大・物質、
東芝）植松育生、（東芝）内田健哉、中川泰忠、（東
工大・物質）○松本英俊

［座長 松本英俊（東工大）］
16:10 1F10 静電紡糸方法がポリ（フッ化ビニリデン）

繊維の構造に与える影響…（福井大院・工）○浅
井華子、菊池真里奈、島田直樹、中根幸治

16:30 1F11 セグメント化された PLLA/PDLA ブレ
ンド溶融紡糸繊維の構造と物性…（京工繊大・繊
維セ）○山本真揮、（京工繊大院・工芸、Inst. für
Textiltechnik（ITA）・RWTH Aachen）Felix
Merkord、（京工繊大・繊維セ）増谷一成、木村
良晴、（京工繊大院・工芸）山根秀樹

16:50 1F12 CO2 laser perforation of polylactic acid
films prepared by sequential biaxial stretching
…（Tokyo Inst. Tech.）○Charinee Winotapun,
Wataru Takarada, Takeshi Kikutani

［座長 田中稔久（信州大）］
17:10 1F13 非晶フィルムの多段伸長における三次元

的応力－光学挙動…（東工大・物質）○根本憲甫、
鞠谷雄士、宝田亘

17:30 1F14 ラプラス圧による孔径制御と電池セパ
レーターへの応用…（岐阜大・工）○堀口結以、
辻真平、高橋紳矢、武野明義

17:50 1F15 イオン液体とブロックポリマーを用いた
構造タンパク質複合材料の開発…（鶴岡高専・創
造工）○佐藤涼、高橋健太郎、本間彩夏、森永隆
志、佐藤貴哉

6 月 8日㈭
染色・機能加工

［座長 廣垣和正（福井大院）］
14:00 2F01 柔軟剤によるウール編地の毛玉発生への

影響…（文化学園大・服装）○柚本玲、（元文化学
園大院・生活環境）森有樹子、（文化学園大・服
装）米山雄二

14:20 2F02 ラマン分光法による漂白処理した毛髪ケ
ラチン繊維の内部構造変化の解析…（東京家政大・
家政）○葛原亜起夫

［座長 葛原亜起夫（東京家政大）］
14:40 2F03 シクロデキストリン包接化合物への超高

圧印加にともなう構造変化とゲスト放出挙動…
（福井大・工）○久田研次、竹下享介、加藤千依、
笠川幹明

15:00 2F04 有機酸吸着層とアルカンの相互作用によ
る固体表面近傍の局所粘度の増大…（福井大・工）
○平田豊章、大澤慎也、伊藤実奈子、久田研次

15:20 2F05 超臨界二酸化炭素を媒体とした芯鞘複合
繊維への Pd 錯体の注入・還元による Pd の偏析
…（福井大院・工）○廣垣和正、（福井大・工）谷
川忠義、田畑功、（福井大・産官学）堀照夫、（カ
ジナイロン）遠藤隆平

［座長 雨宮敏子（お茶女大）］
15:40 招待講演

2F06 環境に優しい染色加工…（京都工繊大・
繊維）奥林里子

［座長 平田雄一（信州大）］
16:20 2F08 ナイロン 6 布帛の反応染料による染色性

に及ぼすグラフト鎖の構造の影響…（福井大院・
工）○加藤弘樹、田畑功、（福井大・産学官）堀照
夫、（福井大院・工）廣垣和正、（倉敷紡績）西川
高宏、杉山 稔、大島邦裕、勝圓進

16:40 2F09 繊維上にディップコーティングしたコロ
イド粒子の堆積構造に及ぼす繊維表面の特性の
影響…（福井大院・工）○関口一嗣、佐竹智浩、（福
井大・工）中村大地、田畑功、（福井大院・工）廣
垣和正

［座長 久田研次（福井大）］
17:00 2F10 インジゴ/綿の染色においてストライク

は何故起こるか…（東工大・名誉）○小見山二郎、
（福井大院・工）中根幸治、丹羽健二

17:20 2F11 天然色素におよぼすラッカーゼの効果…
（和洋女子大・家政）○長嶋直子、（大阪府立大・
名誉）高岸徹

G会場（3階 303 室）
6月 7日㈬

ソフトマテリアル

［座長 荒木潤（信州大）］
10:00 1G01 奇数系二量体液晶分子に見られるネマ

チックーネマチック相転移…（東工大・物質）○
渡辺一樹、姜聲敏、戸木田雅利

10:20 1G02 全芳香族ポリアミド酸エステルのリオト
ロピック液晶挙動と熱イミド化過程における配
向解析…（東工大・物質）○田中和幸、安藤慎治、
石毛亮平

10:40 1G03 高密度ポリマーブラシ上におけるネマ
チック液晶の極角アンカリング強度…（東工大・
物質）○矢澤健太、岩田直人、戸木田雅利、（LG
ディスプレイ）佐藤治

［座長 戸木田雅利（東工大）］
11:00 1G04 かご型シルセスキオキサンを有する光応

答性液晶ジブロック共重合体の光配向制御…（名
大院・工）大塚祐実、原光生、（名大・VBL）○
永野修作、（名大院・工）関隆広

11:20 1G05 スメクチック液晶側鎖とかご型シロキサ
ン側鎖を持つランダム共重合体の特異なラメラ
構造と配向制御…（名大院・工）永井美帆、原光生、

（名大・VBL）○永野修作、（名大院・工）関隆広
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［座長 永野修作（名大）］
15:30 1G08 Energy Storage Crystalline Gel Particles

…（山形大院・理工）○毛宇辰、宮崎琢弥、酒井
康平、宮瑾、（東華大・材料学院）朱美芳

15:50 1G09 ボトルブラシ薄膜を利用したゼロ面アン
カリング液晶配向…（京大・化研）○榊原圭太、
恵木洸貴、辻井敬亘、（LG ディスプレイ）河村
丞治、佐藤治

［座長 荻野賢司（農工大）］
16:10 1G10 散乱法と分光法による感温性高分子水溶

液が示す臨界現象に関わる微視的な構造学的秩
序変数と溶媒和の解明…（信州大院・総合理工）
○柳瀬慶一、（Regensburg 大）Richard Buchner、

（信州大・繊維）佐藤高彰
16:30 1G11 表面修飾シリカナノファイバーを用いた

ネマチック液晶の配向制御…（東工大・物質）○
岩田直人、東啓介、高野祐樹、松本英俊、戸木
田雅利

16:50 1G12 ジイソシアネートの一次構造とポリウレ
タンエラストマーの伸長過程における分子鎖凝
集構造との相関解明…（九大院・工）○野崎修平、

（九大院・工、九大・先導研、WPI-I2CNER）小
椎尾謙、高原淳、（三井化学）三田一樹、山崎聡

［座長 小椎尾謙（九大）］
17:10 1G13 ポリメタクリル酸メチルとポリブチルト

リフェニルアミンからなる高分子微粒子の構造
制御…（農工大院・BASE）○菊池秀、兼橋真二、
荻野賢司

17:30 1G14 非晶ー主鎖型液晶ー非晶 ABA トリブ
ロック共重合体/非晶ホモポリマー混合系のミク
ロ相分離構造…（東工大・物質）○栗林純平、林
幹大、戸木田雅利

6 月 8日㈭
ソフトマテリアル

［座長 松田靖弘（静岡大）］
14:00 2G01 ポリスチレンラテックス水分散液の乾燥

散逸構造に対する偏析効果…（岐阜大院・工）○
伊達基貴、（岐阜大・工）木村浩、土田亮、（コロ
イド組織化研）大久保恒夫

14:20 2G02 種々の電場波形の交流電場印加に対する
スティーブンサイト水分散液の粘度変化挙動…

（岐阜大院・工）○可児友志、（岐阜大・工）木村
浩、土田亮、（クニミネ工業）黒坂恵一

14:40 2G03 小角広角 X 線散乱法によるハンドク
リームモデル系の微細構造の経時依存性と硬度
変化の相関解明…（信州大・繊維）○佐藤高彰、

（資生堂）渡辺啓、宮川真紀代
［座長 荒木潤（信州大）］
15:00 招待講演

2G04 粒子共存重合法による高分子表面機能化
フィラーの研究…（東北大・多元研）有田稔彦

［座長 宮瑾（山形大）］
15:40 2G06 スレオニンを基盤とする新規ハイドロゲ

ル化剤の開発…（信州大院・総合理工）○菅駿一、
（信州大院・総合工）鈴木正浩、英謙二

16:00 2G07 プロトンビームライティング法による生
体適合性ヒドロゲルの微細加工…（量研機構・高
崎研）○長澤尚胤、木村敦、出崎亮、山田尚人、
江夏昌史、佐藤隆博、石井保行、田口光正

16:20 2G08 ゲルエマルションテンプレートを用いた
多孔質ポリマー材料の作製および評価…（信州大
院・総合理工）○堀幸一、（信州大院・総合工）鈴
木正浩、英謙二

［座長 長澤尚胤（量研機構）］
16:40 2G09 結晶性ゲルの合成と物性評価…（山形大

院・理工）○宮瑾、毛宇辰、宮崎琢弥、酒井康平
17:00 2G10 ポリ乳酸ゲルのナノファイバー中での高

分子構造の構築…（静岡大院・工）○松田靖弘、
芦沢宏樹、田坂茂

17:20 2G11 ゲルエマルションをベースとしたラジカ
ル重合による多孔質ポリマーの作製と評価…（信
州大院・総合理工）○今坂優大、（信州大院・総
合工）鈴木正浩、英謙二

6 月 9日㈮
ソフトマテリアル

［座長 巽大輔（九大）］
9:30 3G01 増粘多糖類キサンタンの熱変性・再性 1

構造解析…（静岡大院・工）○松田靖弘、杉浦史
忠、田坂茂

9:50 3G02 増粘多糖類キサンタンの熱変性・再性 2
分子量依存性…（静岡大院・工）○松田靖弘、杉
浦史忠、奥村和也、田坂茂

10:10 3G03 構造色エラストマーの溶媒膨潤過程にお
ける構造色変化…（名工大院・工）XueBai、XingShi、
信川省吾、杉本英樹、中西英二、○猪股克弘

［座長 田中克史（京工繊大）］
10:30 3G04 高分子材料のヴィスカスフィンガリング

を利用した樹枝状ネットワークにおける粘弾性
のパターン依存性…（九大院・生資環）北崎なつ
み、（九大院・農）○巽大輔、近藤哲男

10:50 3G05 メチルセルロース水溶液への両親媒性塩
添加による塩析から塩溶へのスイッチング現象
…（京大・化研）○西田幸次、森田秀幸、片山豊、

（京大・原子炉）井上倫太郎、（同志社大）貞包浩
一朗、（高エネ研）金谷利治、瀬戸秀紀

［座長 西田幸次（京大）］
11:10 3G06 ナノ粒子分散系のエレクトロレオロジー

と誘電特性…（京工繊大院・工）○田中克史、小
松弘樹、西本美功、市川新、高崎緑、小林治樹

11:30 3G07 ロバストな低摩擦系を指向したイオン液
体型濃厚ポリマーブラシと平滑膜の複合…（鶴岡
高専）○荒船博之、本間彩夏、上條利夫、森永隆
志、佐藤貴哉

11:50 3G08 走査フォース顕微鏡による双性イオン型
高分子電解質表面の凝着力の比較…（工学院大・先
進工）○小林元康、三原沙織、山崎綾乃、山口和男

H会場（3階 307 室）
6月 7日㈬

繊維・高分子固体の物理

［座長 阿多誠介（産総研）］
15:30 1H08 ラミー麻撚糸の引張強度に及ぼすマイグ

レーション構造の解明とマルコフ連鎖シミュ
レーション…（山口大・工）○弘中佑紀、山崎恵
理、合田公一

15:50 1H09 炭素系ナノフィラーを添加したフッ素系
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エラストマーの力学的性質…（東工大院）○久保謙
太、丸田真也、塩谷正俊、（ダイキン工業）野口剛

16:10 1H10 炭素繊維の表面状態が炭素繊維/ポリプ
ロピレンの界面せん断強度に及ぼす影響…（福井
大・工）○栗田大輔、（福井大院・工）植松英之、
田上秀一

［座長 猪股克弘（名工大）］
16:30 1H11 リサイクル炭素繊維の欠陥評価手法に関

する提案…（名大院・工）○入澤寿平、岩村亮佑、
氏原研人、新竹礼佳、田邊靖博

16:50 1H12 カーボンナノチューブを用いた炭素繊維
複合材料の物性改善…（産総研）○阿多誠介、友
納茂樹、山田健郎、畠賢治

17:10 1H13 エレクトロスピニング法を用いた高配列・
高配向ポリグリコール酸ナノファイバーの創製
と力学物性…（神戸大院・工）○LEE Sunglin、
本郷千鶴、西野孝

［座長 植松英之（福井大）］
17:30 1H14 野蚕絹およびクモ牽引糸のアラニン連鎖

結晶部の固体 NMR 精密構造解析…（農工大院・
工、㈱三井化学分析センター）○亀谷俊輔、（農
工大院・工）青木昭宏、内藤晶、朝倉哲郎

17:50 1H15 コンニャク製品から調製したバイオマス
プラスチックの物性評価…（名工大院・工）大島
直人、信川省吾、杉本英樹、中西英二、○猪股
克弘、（高章食品㈱）太田浩晃

6 月 8日㈭
繊維・高分子固体の物理

［座長 宝田亘（東工大）］
14:00 2H01 In-situ ラマン分光法を用いたポリエチ

レンの延伸過程における微視的変形挙動の解析
…（金沢大院・自然）○木田拓充、比江嶋祐介、
新田晃平

14:20 2H02 分子量分布がアイソタクチックポリプロ
ピレン水冷紡糸繊維の力学物性および熱機械物
性におよぼす影響…（信州大・繊維）○國光立真、
豊田海、伊香賀敏文、金慶孝、大越豊、（三井化
学・プライムポリマー）小池勝彦

14:40 2H03 フィルム・繊維の延伸過程におけるイン
プロセス計測…（群馬大院・理工）○上原宏樹、
山延健

［座長 石毛亮平（東工大）］
15:00 2H04 アイオノマーの延伸特性とイオン凝集体

のガラス転移温度の相関解明…（岐阜大・工）○
三輪洋平、神原悠、沓水祥一

15:20 招待講演
2H05 テンダー X 線を利用した射入射小角散
乱法による高分子薄膜の深さ分解構造解析…（名
工大院・工）山本勝宏

［座長 登阪雅聡（京大・化研）］
16:00 2H07 含水状態のエチレンビニルアルコール共

重合体中の気体の拡散特性…（名工大院・工）○
松下晴香、吉水広明

16:20 2H08 固体 NMR によるシンジオタクチックポ
リスチレン結晶中の分子運動性評価…（名工大院・
工）○伊藤美翔、吉水広明

16:40 2H09 側鎖炭素数の異なるハニカム構造を形成
する液晶性ポリエステルの構造と気体輸送特性
…（名工大院・工）石神稜大、○吉水広明

［座長 吉水広明（名工大）］
17:00 2H10 エチレン/ビニルアルコール共重合体の

結晶化度と酸素透過性…（龍谷大・理工）○西田
修佑、中沖隆彦

17:20 2H11 結晶性全芳香族ポリイミドにおける体積
熱膨張と密度及び熱容量の相関…（東工大・物
質）○石毛亮平、増田俊明、小﨑友紀子、藤原瑛
右、岡田朋大、安藤慎治

17:40 2H12 伸長結晶化した架橋天然ゴムの表面自由
エネルギー…（京大・化研）○登阪雅聡、大上祥平

6 月 9日㈮
繊維・高分子固体の物理

［座長 西辻祥太郎（山形大）］
9:30 3H01 アタクチックポリプロピレンの立体規則

連鎖での部分結晶化…（龍谷大・理工）○西田幸
一郎、中沖隆彦

9:50 3H02 熱分析によるシンジオタクチックポリス
チレン/クロロホルムゲル中の溶媒の凝集状態の
解析…（龍谷大・理工）○奥田勇助、中沖隆彦

10:10 3H03 ナイロンのナノ粒子界面における凝集構造
…（静岡大院・工）○奥田和紀、松田靖弘、田坂茂

10:30 3H04 フッ化ビニリデン系ポリマーの銀界面に
おける構造…（静岡大院・工）○大浦真肇、岩本
寛太、松田靖弘、田坂茂

［座長 石毛亮平（東工大）］
10:50 3H05 連結点にヘテロ原子を含まない両末端に

パーフルオロアルキル基を有するポリエチレン
の合成と結晶化…（岡山大院・環境）大川雅弘、
○山崎慎一、新史紀、木村邦生

11:10 3H06 剛直高分子（ポリパラフェニレンテレフ
タルアミド）単結晶の熱処理による構造安定化…

（岡山大院・自然）原裕大郎、○内田哲也
［座長 木村邦生（岡山大）］
11:30 3H07 超臨界 CO2 下での熱処理によるポリ

フッ化ビニリデンの結晶高次構造変化…（農工大
院・工）○松浦智之、斎藤拓

11:50 3H08 融点近傍での熱処理による LLDPE 結晶
の高次構造制御…（農工大院・工）◯濱谷駿生、
斎藤拓

P会場（1階展示ホール）

ポスター発表
一般発表P 1
若手発表P 2

6 月 7日㈬
Obligation Time

発表番号末尾が奇数：12:00－12 :40
発表番号末尾が偶数：12:40－13 :20

繊維・高分子材料の創製

1P101 汎用ラジカル重合の重合開始剤としてのジエチ
ルメトキシボランの可能性…（東北生活文化大）
○菅野修一

1P102 特殊なラジカル重合開始剤としてのイミダゾリ
ウムイオン液体の特性…（東北生活文化大）○菅
野修一
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1P103 特殊なラジカル重合開始剤としてのビス（トリフ
ルオロメチルスルホニル）イミドアニオンを有す
るイミダゾリウムイオン液体の可能性について
…（東北生活文化大）○菅野修一

1P104 様々な重合条件下における 1－エチル－3－メチル
イミダゾリウム型イオン液体を開始剤とするビ
ニルモノマーのラジカル重合…（東北生活文化
大）○菅野修一

1P205 アミノ酸 N－カルボキシ無水物の反応性の再検
討 80. DL－アミノ酸 NCA の固相重合の結晶構造
からの考察…（福島大・理工）金澤等、○稲田文

1P206 柔軟な α－アルミナナノファイバーの作製…（信
州大・総合理工）○桑山みなみ、（信州大院・総
合理工）村上泰、（日本バイリーン株式会社）小坂
祐輔、多羅尾隆

1P207 エレクトロスピニング法を用いたナノ多孔質水
酸アパタイト繊維の作製…（信州大・繊維）○小
田周平、（信州大・IFES）撹上将規

1P208 ホウ酸－ポリビニルアルコール縮合物の繊維化を
利用した炭化ホウ素前駆体の形成…（信州大・繊
維）○藪谷和眞、（信州大・IFES）撹上将規

1P209 六官能円盤状カルボン酸分子とポリプロピレン
グリコールからなるポリマーの合成と性質…（岩
手大・理工）○森俊樹、大石好行、芝崎祐二

1P210 星型 N－アルキルベンズアミド分子の構築とポ
リプロピレンオキシドとの共重合…（岩手大・理
工）○佐藤広賢、大石好行、芝崎祐二

繊維・高分子材料の機能

1P111 マイクロドロップレット試験によるガラス繊維/
樹脂界面の経時的評価…（メイショーテクノ）○
大西晃宏、（湘工大・工）幾田信生

1P212 ポリ（3－ヘキシルチオフェン）膜中の電荷移動に
及ぼす薄膜化の効果…（九大院・工）○阿部建樹、
川口大輔、田中敬二

1P213 化学的に安定な高分子の改質 87. 接着不可能と
いわれる材料の接着および CFRP 材料の接着性
改良…（福島大・理工）金澤等、○稲田文

1P214 カーボネート型高分子電解質の誘電緩和挙動…
（農工大院・BASE）○小林香織、富永洋一、（小
林理研）児玉秀和、古川猛夫

1P215 三酢酸セルロース/セルロースナノウィスカー複
合膜の水蒸気透過性…（信州大院・理工）○鈴木
信人、平田雄一

1P216 疎水化シクロデキストリンを用いた超撥水材料
の開発…（信州大院・総合理工）○杉山雄士、吉
田裕安材

1P217 Magnesium ion-conductive poly（ ethylene
carbonate）-based solid electrolytes…（農工大院・
BASE）○Azlini Ab Aziz, Yoichi Tominaga

1P218 グラフェンで修飾されたポリマーの合成とフォ
トリフラクティブ材料への応用…（農工大院・
BASE）○福濱大河、兼橋真二、荻野賢司

繊維・高分子材料の物理

1P119 偏光蛍光発光を企図した高蛍光性ポリイミドの
設計と配向解析…（東工大・物質）○柳瀬圭太、
田中和幸、鹿末健太、安藤慎治、石毛亮平

1P120 高速紡糸 PLA 繊維の特異な融解挙動とそのキ

ネティクス解析…（宮教大）福士夏実、吉澤未来、
（群馬大・理工）小野里翔大、花田基洋、（京工繊
大）○高崎緑、（東工大院・理工）宝田亘、（群馬
大・理工）河原豊、（東工大院・理工）鞠谷雄士、

（京工繊大）小林治樹、田中克史
1P121 シリコーン変性ポリノルボルネンを用いた配向

フィルムの構造解析…（信州大・繊維）○田中稔
久、伊藤諒介、（信越化学）手塚裕昭、服部初彦、

（日大文理）若槻康雄
1P222 レーザー光照射による Poly（phenylene sulfide）

繊維の短時間熱処理が繊維の構造・物性におよ
ぼす効果…（信州大・繊維）○髙坂拓史、駒村高
大、冨澤錬、伊香賀敏文、金慶孝、大越豊、（東
レ繊維研究所）勝田大士、船津義嗣

1P223 Effect of spinning speed on fine structure and
physical properties of PP/CL composite fiber…

（信 州 大・先 進 繊 維 工 学）○Nabila Febriani,
Takuya Shinagawa,Kyoung Hou Kim,Yutaka
Ohkoshi

1P224 レーザー加熱延伸したポリエチレンテレフタ
レート（PET）モノフィラメントの構造と物性…

（信州大・繊維）○大矢康平、柳澤京太、鴨崎剛、
伊香賀敏文、金慶孝、大越豊、（帝人モノフィラ
メント㈱）高橋真一

1P225 テトラデシロキシカルボニル側鎖を有するポリ
メチレンの主鎖立体規則性と相挙動…（東工大・
物質）○西村美帆子、相澤洋介、小清水昇、戸木
田雅利

1P226 繊維・高分子材料と有機化合物の相互作用 25.ポ
リマーの有機化合物吸着特性…（福島大・理工）
○稲田文、金澤等

1P227 無機フィラー添加の光重合性高分子の電場印加
による構造形成への電極形状の影響…（東工大・
物質）○森田啓介、赤坂修一、浅井茂雄

1P228 超高分子量ポリテトラフルオロエチレン重合パ
ウダーからの直接成形による結晶構造変化…（信
州大・繊維）○鎌田優那、（信州大・IFES）撹上
将規

1P229 ステレオコンプッレックス結晶を含んだポリ乳
酸/ポリエーテル系イオン伝導性高分子ブレンド
の相構造と電気的及び力学的性質…（東工大・物
質）○山田了輔、赤坂修一、浅井茂雄

成形・加工・紡糸

1P230 プロトン交換膜燃料電池のナノ拡散層における
炭素繊維の配向の効果…（信州大・繊維）○熊倉
健太、小山俊樹

1P231 イオン液体溶液より作製したアクリル繊維の
フィブリル化挙動～酢酸ビニルコモノマーの影
響～…（信州大・繊維）○山本桜子、田口実希、
後藤康夫、（三菱レイヨン）中山光、山下友義

1P232 電界紡糸イオン交換ナノファイバーを複合化し
た高分子電解質膜の構造と物性…（東工大・物
質）○清野史康、鴻巣裕一、芦沢実、（山口大院・
創成科学）比嘉充、（東工大・物質）松本英俊

1P233 レーザー加熱延伸による繊維内部ボイド形成メ
カニズムの解明…（信州大・繊維）○山崎秀徳、
鴨崎剛、伊香賀敏文、金慶孝、大越豊

1P234 尿素骨格を有する環状低分子化合物のナノファ
イバー化…（信州大・繊維）○宮澤幸樹、吉田裕
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安材、（阪大院・工）木田敏之
1P235 高分子ナノファイバーの炭素化挙動に関する研

究…（名大院・工）○加藤直之、入澤寿平、大澤
一真、田邊靖博

1P236 連続的なプロトン伝導パスを有するナノファイ
バーフレームワークからなる電解質膜の作製と
燃料電池特性…（首都大院・都市環境）○小椋隆
廣、田中学、川上浩良

1P237 レーザ溶融静電紡糸法を利用したポリプロピレ
ン中空繊維の作製…（福井大院・工）○水谷優斗、
藤井隆幸、浅井華子、島田直樹、中根幸治

1P238 Melt spinning and fiber properties of multi
stereo-block poly（ lactide）s with various
molecular weights and the block lengths…

（Grad. School, Kyoto Inst. Tech.）○Yohanes
Windu Widhianto,（The Center for Fiber and
Textile Science, Kyoto Inst. Tech.）Masaki
Yamamoto, Kazunari Masutani, Yoshiharu
Kimura,（Grad. School, Kyoto Inst. Tech.）Hideki
Yamane

1P239 表面多孔性繊維の開発とその形成機構の解明…
（福井大院・工）○中山波樹、浅井華子、島田直
樹、中根幸治

染色・機能加工

1P140 グリセリン酸化物で着色した羊毛の繊維物性…
（阪市工研）○大江猛、吉村由利香

1P241 ポリプロピレンフィルムのアントラキノン系分
散染料透過挙動…（信州大院・理工）○清水夏衣、
平田雄一

テキスタイルサイエンス

1P142 頭部被覆時の衣服気候に関する研究－ムスリム
女性と乳幼児の衣環境に着目して－…（文化学園
大・服装）○佐藤真理子、高木美希、松井有子、
西村愛、光畑由佳

1P143 湿潤布の摩擦が皮膚表面形状におよぼす影響…
（文化学園大・服装）○松井有子、平川野莉、佐
藤真理子

1P144 体幹部圧迫時の生理反応に及ぼすアルコール摂
取の影響…（文化学園大・服装）○荒井美緒、佐
藤真理子

天然繊維・生体高分子

1P145 羽毛ケラチン/木粉コンパウドの成形と物性…
（群馬大・理工）○鳥毛佑起、河原豊

1P246 カードラン分岐エステルの合成と物性評価…（東
大院・農）○テキブン佳、壇上隆寛、石井大輔、
竹村彰夫、岩田忠久

1P247 ポリ［（R）－3－ヒドロキシブチレート］/プルラン
エステルブレンドの構造と物性…（東大院・農）
○水町亮太、石井大輔、岩田忠久、（東京理科大・
工）大竹勝人

1P248 アセチル化フェルラ酸セルロースの合成と性質
…（東大院・農）○清水尊仁、石井大輔、竹村彰
夫、岩田忠久

1P249 カードラン短鎖・長鎖混合エステルの合成と物
性評価…（東大院・農）○坂井博明、錢致瑩、竹

村彰夫、岩田忠久
1P250 微生物産生ポリエステルナノファイバーにおけ

る細胞増殖性の評価…（東大院・農）○町田大地、
石井大輔、木村聡、竹村彰夫、岩田忠久

1P251 フルフラール由来バイオベースシッフ塩基の重
合…（群馬大院・理工）○林千里、（群馬大院・理
工、JST－さきがけ）橘熊野、（群馬大院・理工）
粕谷健一

1P252 LBL 法を用いたキトサンーアルギン酸コーティ
ング PLA 繊維の調製…（関西大・化学物質工）
○河本大毅、池田涼香、古池哲也、田村裕

1P253 セルロースナノファイバー界面の高密度カルボ
キシ基によるアセタールの酸加水分解反応…（九
大院・生資環）○田村侑也、（九大院・農）鹿又喬
平、北岡卓也

ソフトマテリアル

1P154 側鎖型液晶エラストマーのフレクソエレクト
リック効果と焦電特性…（東京工芸大・生命環境
化学）○平岡一幸、田中聡太、平汐莉、星野優香

1P255 ポリウレタン骨格を有するイオン液晶の熱的性
質と配向挙動…（大分大院・工）○渡邊太喜、（大
分大・工）那谷雅則、岩見裕子、氏家誠司

1P256 新規ビストリアゾール環状分子の発光特性と金
属イオンおよびアクセプター分子の認識に関す
る研究…（東工大・物質）○永井良樹、道信剛志

1P257 Preparation and characterization of poly
（ethylene carbonate）/poly（lactic acid）blends…
（農工大院・BASE）○Nur Azrini Binti Ramlee、
富永洋一

1P258 小角広角 X 線散乱法によるジアルキルジメチル
アンモニウム塩分散系が水中で形成するベシク
ル構造と分子膜間に働く相互作用…（信州大院・
繊維）○帯金未来、柳瀬慶一、（ライオン株）小倉
卓、戸掘悦雄、（信州大・繊維）佐藤高彰

バイオ・メディカルマテリアル

1P259 繊維状ウイルスからなる液晶性メンブレンの分
離特性評価…（東工大・物質）○猪俣晴彦、澤田
敏樹、芹澤武

1P260 硫安分画したシルクフィブロインの物性…（信州
大・繊維）○青木正朗、増田悠、（信州大院・理
工）佐々木瑞樹、（信州大・繊維、信州大院・理
工）玉田靖

1P261 細胞凍結保存におけるシルクセリシンの影響…
（信州大・繊維）○稲垣まり子、（信州大院）佐々
木瑞樹、（沖縄高専）深水愛里沙、伊東昌章、（信
州大・繊維、信州大院）玉田靖

1P262 Tyr を介した化学修飾によるシルクフィブロイ
ン軟組織工学材料の開発…（農工大院・工）○市
田雄也、中澤靖元、（防衛大・応化）中澤千香子、
浅野敦志

1P263 エレクトロスピニングによるセリシン/キトサン
複合スキャフォールドの開発…（信州大院・総合
理工）○西岡あずさ、霜鳥健太、柳町竜吾、寺本
彰
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セルロースナノファイバー

1P264 リグニン含有量を異にするセルロースから得ら
れた各種ナノファイバーの構造と物性…（神戸大
院・工、イノベ）○村上大祐、松本拓也、大島智
子、寺村浩、川口秀夫、荻野千秋、近藤昭彦、
西野孝

繊維・高分子材料と放射光

1P165 放射光ラミノグラフィによる出土繊維製品の非
破壊調査…（橿考研）○奥山誠義、絹畠歩、（京工
繊大・奈文研）佐藤昌憲、（JASRI）星野真人

1P266 配向結晶化フィルム及び単結晶を用いたポリ
［（R）－2－ヒドロキシブチレート］の結晶構造およ
び高次構造解析…（東大院・農）○金子はるひ、

（東大院・農、理研播磨研、JST-CREST）石井大
輔、（東大院・農、理研播磨研）木村聡、（東大院・
農、理研播磨研、JASRI、JST-CREST）加部泰
三、（理研播磨研）引間孝明、高田昌樹、（北大院・
工、JST-CREST）松本謙一郎、大井俊彦、田口
精一、（東大院・農、理研播磨研、JST-CREST）
岩田忠久

6 月 8日㈭
Obligation Time

発表番号末尾が奇数：12:30－13 :10
発表番号末尾が偶数：13:10－13 :50

論文賞受賞内容紹介

2P101 赤外分光法によるブリーチ処理毛髪に生じるシ
ステイン酸の評価…（㈱ミルボン）鈴田和之

2P102 Prevention of Aggregation of Pectin-Containing
Cellulose Nanofibers Prepared from Mandarin
Peel…（愛媛大学）日浅祥

2P103 Effect of Cross-Sectional Configuration on Fiber
Formation Behavior in the Vicinity of Spinning
Nozzle in Bicomponent Melt Spinning Process…

（東工大）Yiwen Chen

奨励賞受賞内容紹介

2P104 レオロジーの視点に基づく繊維・高分子材料お
よびその成形加工プロセスの検討…（福井大）植
松英之

2P105 植物バイオマスを利用した新規な機能性バイオ
ベースポリマーの創製…（農工大）兼橋真二

2P106 繊維状ウイルスからなるソフトマテリアルの創
製…（東工大）澤田敏樹

2P107 X 線回折・散乱法を用いたバイオマスプラス
チックの結晶多形と共結晶化の解明…（東工大）
丸林弘典

繊維・高分子材料の創製

2P201 末端オキサジンポリアルブチンの特性…（岩手大・
理工）○梶原里華、大石好行、芝崎祐二

2P202 ポリアルブチンのアルキル側鎖濃度、側鎖長と
ミセル形成能の関係…（岩手大・理工）○瀬戸彩
佳、大石好行、芝崎祐二

2P203 植物バイオマスを用いた新規高分子複合材料…
（農工大院・BASE）○五月女春香、久保田有紀、
（農工大院・工）敷中一洋、（森林総研）大塚祐一
郎、中村雅也、（農工大院・BASE）富永洋一

2P204 ビス［α－（ハロメチル）アクリル酸エステル］の付
加－脱離反応を利用した不飽和ポリエステルの
合成と反応…（信州大・繊維）○宮崎匠、高坂泰弘

2P205 アクリロイル基を有する環状ヘミアセタールエ
ステルを原料とするポリエステルの合成…（信州
大・繊維）○松橋洋介、山下修司、高坂泰弘

2P206 成形性を向上させた新規重合法による高耐熱性
剛直高分子架橋体フィルムの作製とその物性…

（岡山大院・自然）○尾西志央、中山遼太郎、内
田哲也

2P207 家蚕絹フィブロイン繊維の高機能化の試みと
NMR キャラクタリゼーション…（農工大院・
工）○西村明生、松田裕生、朝倉哲郎

2P208 エアギャップ紡糸法による有機－無機ハイブ
リッドチューブの形成…（福井大院・工）○長川
拓馬、浅井華子、中根幸治

繊維・高分子材料の機能

2P109 グラフェン含有コンポジット材料の作製とフォ
トリフラクティブ効果…（農工大院・BASE）○
千葉響、小河原里香、兼橋真二、荻野賢司

2P110 ポリ［3－（トリエトキシシリル）プロピルメタクリ
レート］とポリスチレンからなるブロック共重合
体のガラス基板上における凝集構造…（東工大院・
理工）○吉岡柚香、岩田直人、戸木田雅利

2P211 単層カーボンナノチューブ（SWNTs）の非共有
結合性架橋剤としてのポリ（4－ジフェニルアミノ
スチレン）－ポリ（1－ビニルスチレン）の合成…（農
工大院・BASE）○中村亮貴、兼橋真二、名取至、
荻野賢司

2P212 形状の異なるシリカナノ粒子を混合したポリイ
ミド膜の気体透過機構の解析…（首都大院・都市
環境）○三上寛翔、亀山百合、田中学、山登正文、
川上浩良

2P213 リチウムイオン伝導性ナノファイバー複合電解
質膜からなる多層積層型全固体二次電池の作製
と評価…（首都大院・都市環境）○稲船勇太、田
中学、川上浩良

2P214 エレクトロスピニング法を用いたリチウムシン
グルイオン伝導性高分子のナノファイバー化と
二次電池用電解質応用…（首都大院・都市環境）
○中澤駿、田中学、川上浩良

2P215 PVA の難燃化…（信州大・繊維）○園田隆一郎、
（信州大院）中村文哉、（信州大・繊維）村上泰

繊維・高分子材料の物理

2P116 溶媒種類による再生セルロース繊維のフィブリ
ル化…（信州大院・理工）○張佳平、山岸尚貴、
金子大陸、（信州大）後藤康夫

2P217 In-situ X 線計測を用いたコモノマー量の異なる
ポリオキシメチレン・メチレンオキサイド共重
合体の延伸・冷却過程の調査…（群馬大院・理
工）○奈良大樹、山下秀之、上原宏樹、山延健、

（三菱エンプラ）池田剛志、長井聡
2P218 成形条件の異なる超高分子量ポリエチレンフィ
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ルムの溶融延伸過程における in-situ X 線計測…
（群馬大院・理工）○清水由惟、上野雅彦、上原
宏樹、山延健、（東ソー）大西拓也、若林保武、
稲富敬、阿部成彦

2P219 ポリ乳酸/天然由来フィラーコンポジットのフィ
ラー分散性と物性…（東工大・物質）○井口友莉、
赤坂修一、浅井茂雄

2P220 疲労が及ぼすアラミド繊維の力学的性質および
微細構造への影響…（京工繊大院・工）○八木駿、
蓬澤優也、杉村要、鈴木章宏、田中克史、高崎
緑、小林治樹

2P221 バルジ試験法を用いた Nylon 12 フィルムの力学
特性評価および張出変形挙動の解明…（九大院・
工）○永野千草、野崎修平、（九大・先導研）藤本
綾、横町和俊、（九大院・工、九大・先導研、WPI-
I2CNER）渡邊宏臣、小椎尾謙、高原淳

2P222 メチレン鎖長の異なる半芳香族ポリアミドの物
性と構造解析…（群馬大院・理工）○田中佑弥、
永井大介、米山賢、上原宏樹、山延健

2P223 カーボンフィラー充填 PLLA/PDLA ブレンド
の電気的性質の温度依存性…（東工大・物質）○
髙山祐樹、赤坂修一、浅井茂雄

2P224 ポリー 4－メチルペンテン 1 の気体収着特性の結
晶化度と温度の依存…（名工大院・工）○野村優
友、吉水広明

2P225 水晶振動子による重合反応過程の粘弾性解析…
（静岡大・工）○野中啓汰、松原亮介、久保野敦
史、（小島プレス工業㈱）田中貴章、辻朗

成形・加工・紡糸

2P226 Effect of the molecular weight on the thermal
property of PLLA and PLLA/PDLA blends…

（Grad. School, Kyoto Inst. Tech.）○Esraa EL-
KHODARY, Lingling ZHOU,（The Center for
Fiber and Textile Science, Kyoto Inst. Tech.）
Masaki YAMAMOTO, Kazunari MASUTANI,
Yoshiharu KIMURA,（Grad. School, Kyoto Inst.
Tech.）Hideki YAMANE

2P227 Formation of skin-core nanofibers by means of
the melt electrospinning…（Grad. School, Kyoto
Inst. Tech.）○Huaizhong Xu, （Grad. School,
Kyoto Inst. Tech., Inst. für Textiltechnik（ITA）,
RWTH Aachen）Benedict Bauer,（The Center
for Fiber and Textile Science, Kyoto Inst. Tech.）
Masaki Yamamoto,（Grad. School, Kyoto Inst.
Tech.）Hideki Yamane

2P228 レーザーエレクトロスピニングによる PET 繊
維ウェブの作製とその二軸延伸…（京工繊大院・
工）○徳田智己、鶴田遼、中島啓太、高崎緑、小
林治樹、田中克史、（東工大院・理工）宝田亘、
鞠谷雄士

2P229 イオン液体を溶媒とした再生シルクの作製と構
造・物性…（信州大院・理工）○中込雅俊、山田
洋平、（信州大・IFES）後藤康夫

2P230 導電性高分子による高分子電解質系導電性ナノ
ファイバーの創製と構造…（福井大院・工）○大
野良記、波多野光顕、庄司英一

2P231 カーボンナノチューブの長鎖化と炭素繊維表面
への付着…（岐阜大・工）○八代江介、玉置友祐、
高橋紳矢、武野明義

2P232（キャンセル）
2P233 1-ethyl-3-methylimidazolium diethylphosphate

を溶媒とした再生セルロース繊維の特徴…（信州
大院・繊維）○金子大陸、張佳平、山岸直貴、後
藤康夫

染色・機能加工

2P134 媒染染色綿布のモデル複合臭に対する除去特性
…（お茶女大）○雨宮敏子、仲西正

2P135 含銅媒染染色布によるエタンチオール除去過程
における酸化と吸着…（お茶女大院）○中島智美、

（お茶女大）雨宮敏子、仲西正
2P136 混合溶媒法により収縮したポリ乳酸繊維布の染

着量の変化～ジクロロメタン/エタノール混合溶
媒法～…（東京家政学院大）○花田朋美、鈴木里
奈、山川優子

2P237 染色したセルロースパウダーの酸加水分解によ
る着色セルロースナノウィスカーの作製…（信州
大・繊維）○中谷碧、平田雄一

テキスタイルサイエンス

2P138 森林内照明光環境の季節変化…（信州大・理）○
松村哲也

2P239 X 線 CT を用いたニードルパンチ不織布の構造
解析および物性評価…（信州大・繊維）○尾家大
資、中曽根賢吾、石川達也、金慶孝、大越豊

天然繊維・生体高分子

2P140 乳酸オリゴマーと種々のポリオールで構成され
たセグメント化ポリウレタンの合成と特性…（京
工繊大・繊維セ）○山本真揮、（京工繊大院・工
芸）昔鎮浩、（京工繊大・繊維セ）増谷一成、木村
良晴、（京工繊大院・工芸）山根秀樹

2P141 フェルラ酸と炭素数の異なる脂肪族ヒドロキシ
酸からなる交互共重合ポリエステルの合成と特
性…（東大院・農）○石井大輔、猪野光太郎、竹
村彰夫、岩田忠久

2P242 ナノセルロースクライオゲルの植物油吸収材へ
の応用…（神戸大院・工）○佐藤達哉、松本拓也、
本郷千鶴、西野孝

2P243 ストロンチウム吸着を目的としたアルギン酸繊
維の調製…（関西大・化学物質工）○西田健亮、

（関西大院・理工）Duangkamol Danwanichakul、
（株式会社キミカ）大村剛久、山口壽、（関西大・
化学物質工）古池哲也、田村裕

2P244 紫外線硬化型カシュ―ナットシェルリキッド
（CNSL）ベース材料の作製…（農工大院・BASE）
○加藤寛、荻野賢司、兼橋真二

2P245 リグニン由来のバイオベースポリエステルの合
成…（農工大院・BASE）○峯岸和司、荻野賢司、
兼橋真二

2P246 異種イオン性キチンナノファイバーからの複合
材料創製…（鹿児島大院・理工）○佐藤弘基、山
元和哉、門川淳一

2P247 アミロースのグラフト化によるキチンナノファ
イバーネットワーク材料の創製…（鹿児島大院・
理工）○江頭直成、山元和哉、門川淳一

2P248 5－ヒドロキシメチルフルフラールを用いた界面
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重縮合法による縮合系高分子の合成…（農工大院・
農）○鈴木彩心、粕谷夏基

2P249 PHBH 繊維の微結晶核延伸法と多段延伸法によ
る高強度化…（信州大院・繊維）○湯澤恒要、田
中稔久

2P250（キャンセル）

ソフトマテリアル

2P151 しわ構造を有する親水性ポリイミド表面の調製
とその表面特性解析…（工学院大院）○藤井元輝、
小林佳宏、（産総研）鈴木航祐、大園拓哉、（工学
院大・先進工）山口和男、小林元康

2P152 グリセリンで誘起された家蚕フィルムの構造変
化に関する固体 NMR 研究…（農工大院・工）○
田制侑悟、平山みさき、朝倉哲郎

2P153 荷電 PVA ゲルの直接染料水溶液中における膨
潤および染料収着…（お茶女大院）○田代希、（お
茶女大）雨宮敏子、仲西正

2P254 イオン液体型濃厚ポリマーブラシ/ポーラスアル
ミナ複合系における潤滑特性評価…（鶴岡高専）
○石黒達也、荒船博之、上條利夫、本間彩夏、
森永隆志、佐藤貴哉

2P255 粒子共存制御ラジカル重合法による活性化フィ
ラー充填電解質膜の創製と評価…（山形大院・理
工）○志藤慶治、（山形大・工）高橋佑樹、（東北
大・多元研）有田稔彦、（山形大院・理工、山形
大・有機エレクトロニクス研究センター）増原陽人

2P256 水晶振動子を用いたチキソトロピー性ポリ尿素
ゲルの粘弾性測定における振動時間依存性…（静
岡大院・工）○清水海斗、稲石勝典、松原亮介、
久保野敦史

バイオ・メディカルマテリアル

2P157 染色した毛髪ケラチンフィルムを利用した色落
ちの評価…（信州大・繊維）○藤井敏弘、林香、
今井美沙季、伊藤弓子、森川英明、（テック技販）
和田潤

2P158 毛髪ケラチンフィルムを用いた光照射が引き起
こすダメージの検出…（信州大・繊維）○伊藤弓

子、林香、森川英明、藤井敏弘、（テック技販）
和田潤

2P259 シルクフィブロイン/ポリエチレンカーボネート
複合膜の生分解速度制御…（農工大院・BASE）
○菅野愛、米澤璃、富永洋一、（農工大院・工）
中澤靖元

2P260 2 H 緩和 NMR を用いたポリ（N－イソプロピルア
クリルアミド）水溶液のゾルーゲル転移における
水分子の運動性評価…（農工大院・工、㈱三井化
学分析センター）○亀谷俊輔、（㈱三井化学分析
センター）関根素馨、（千葉大院・工）大窪貴洋、

（徳島大院・工）平野朋広、右手浩一、（農工大院・
工）朝倉哲郎

2P261 組織工学材料への応用を目指した野蚕シルク
フィブロインフィルムの構造－物性解析…（農工
大院・工）○青木敬生、（農研機構）亀田恒徳、吉
岡太陽、（農工大院・工）中澤靖元

セルロースナノファイバー

2P162 セルロースナノウィスカー/銀ナノ粒子複合体の
調製と立体安定化…（信州大院・理工）飛田泰宏、
浦田貴音、（信州大・繊維、信州大・IFES）○荒木潤

2P163 セルロースナノウィスカーの銀ナノ粒子担持と
良分散性の両立…（信州大院・理工）浦田貴音、

（信州大・繊維、信州大・IFES）○荒木潤

繊維・高分子材料と放射光

2P164 放射光施設フォトンファクトリーの小角散乱
ビームラインの現状…（高エネ研・PF）○高木秀
彰、清水伸隆、五十嵐教之、森丈晴、西條慎也、
米澤健人、永谷康子、谷田部景子、高橋正剛、（三
菱電機 SC）大田浩正

2P265 超小角 X 線散乱（USAXS）による繊維構造形成
過程の解析…（信州大・繊維）○安藤巧、大根田
俊、冨澤練、伊香賀敏文、金慶孝、大越豊、（東
レリサーチセンター）岡田一幸、（高輝度光科学
研究センター）増永啓康、（高エネ研）金谷利治、

（東レ・繊維研究所）勝田大士、船津義嗣

公設試験機関 施設および研究紹介
6 月 7 日㈬・8 日㈭、P 会場 1 階展示ホール

KP－1 福岡県工業技術センター
KP－2 （地独）東京都立産業技術研究センター
KP－3 栃木県産業技術センター 繊維技術支援センター
KP－4 滋賀県東北部工業技術センター
KP－5 岐阜県産業技術センター
KP－6 岡山県工業技術センター
KP－7 群馬県繊維工業試験場
KP－8 山梨県産業技術センター 富士技術支援センター
KP－9 茨城県工業技術センター 繊維工業指導所
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平成29年度 第47回繊維学会夏季セミナー
「繊維科学の岐路に向けて」

趣 旨：本年度の夏季セミナーは東海支部で担当し、「繊維科学の岐路に向けて」と題して、岐阜市で開催いたし

ます。本セミナーを日本の繊維産業の一大集積地である東海で開催するにあたって、繊維業界、さらにモノづくり

を取り巻く国内外の現状を鑑み、今後の技術戦略について学び、今まさに岐路に立つ繊維科学の今後のあり方につ

いて考える場を設けたいという趣旨のもと企画しました。1 日目は、名和昆虫博物館館長名和哲夫氏、東レ株式会

社 A&A センターアドバンスドコンポジットセンター所長西崎昭彦氏、信州大学学長濱田州博氏の特別講演を行い、

2 日目以降は、開催テーマの下、新進気鋭の研究者の方々に、3 つのテーマセッション“岐路に向けて”“車と繊維”

“IoT と繊維”に加えて、新素材、バイオサイエンス、ソフトマテリアルの分野における講演を行います。1 日目

の夕方には恒例の懇親会を開催し、2 日目のポスターセッションの際にはコーヒーの香りを楽しみながら、講師と

参加者の皆様に気軽に交流し、親睦を深めて頂きます。最終日の午後には、岐阜の企業を見学するエクスカーショ

ンも企画しています。夏季セミナーの開催時期は、鵜飼の開催時期であると同時に「織田信長公 岐阜入場・岐阜

命名 450 年」の記念事業も開催されています。岐阜の夜も柳瀬から岐阜駅周辺に移動しております。新しい岐阜を

お楽しみください。最新情報の収集ならびに意見交換の場となることを祈念し、皆様のご来場をお待ちしています。

日 時：平成 29 年 8 月 8 日㈫～10 日㈭

場 所：みんなの森 ぎふメディアコスモス

〒500－8076 岐阜県岐阜市司町 40 番地 5

TEL : 058－265－4101、URL : http://g-mediacosmos.jp/cosmos/

〈交通〉JR 岐阜駅または名鉄岐阜駅より徒歩約 25 分、バスでお越しの場合 JR 岐阜駅または名鉄岐阜駅よ

り「メディアコスモス前」または、「市民会館・裁判所前」バス停下車すぐ

定 員：250 名

参加費（消費税込）：

懇親会費（消費税込）：

大学・官公庁・企業 7,000 円

学生 3,000 円

会場 岐阜都ホテル（http://www.miyakohotels.ne.jp/gifu/）
＊懇親会参加申込み方法：参加登録申込み時に懇親会参加の有無を選択してください。

事前参加申込期間：登録開始までしばらくお待ちください。

平成 29 年 5 月 26 日㈮～平成 29 年 7 月 14 日㈮
＊当日参加も承ります。その際の参加費は、それぞれ「一般」の金額となります。

参加費振込先：参加費は現金書留又は、銀行振込みでお支払いください。
＊振込手数料はご負担をお願い致します。現金書留または銀行の控えをもって、本会からの領収

書に代えさせていただきます。

①現金書留郵送先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－209 繊維学会事務局 宛

②銀行口座：三菱東京 UFJ 銀行 目黒駅前支店 普通口座 4287837 一般社団法人 繊維学会

個人会員 維持・賛助会員 一 般
大学・官公庁 25,000 円 25,000 円 28,000 円

企 業 35,000 円 35,000 円 38,000 円
学 生 8,000 円 10,000 円
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エクスカーション ～岐阜を知る～

日 時：8 月 10 日㈭ 13:00～16:30

定 員：40 名程度

参加費：3,000 円/（参観料、貸切バス移動含む）＊参加費は、当日現地にてお支払いください。

お申込：参加のお申し込みは 7 月 14 日㈮までに参加申込み用紙にご記入のうえ、メールにて summer 2017＠

fiber.or.jp お申し込みください。

スケジュール：ぎふメディアコスモス（12:40）⇒岐セン株式会社⇒名和昆虫博物館⇒JR 岐阜駅（16:30）

研究発表募集：（発表申込開始までしばらくお待ちください。）
＊ポスター発表を募集します。年齢制限はありません。
＊開催日に 35 歳未満の学会員の場合、ポスター賞の対象になります。
＊発表申込/予稿集原稿のいずれも専用の WEB から発表 1 件ごとに登録/投稿ください。

発表申込締切：平成 29 年 6 月 23 日㈮

予稿原稿提出締切：平成 29 年 7 月 7 日㈮

問合せ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 一般社団法人 繊維学会 夏季セミナー係

TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : summer 2017@fiber.or.jp

実行委員会

実行委員長：仲井朝美（岐阜大）

副実行委員長：魚津吉弘（三菱ケミカル㈱）、土田亮（岐阜大）

実行委員：青山喜久子（金城学院大）、猪股克弘（名工大）、入澤寿平（名大）、大島直久（東海染工）、大谷章夫

（京工繊大）、太田幸一（岐阜女短大）、木村 浩（岐阜大）、香出健司（ユニチカ㈱）、澤渡千枝（静岡大）、

上甲恭平（椙山女大）、鈴木一之（浜松工業技術支援センター）、鈴村浩之（竹本油脂）、高橋紳矢（岐阜大）、

武野明義（岐阜大）、田坂 茂（静岡大）、田代孝二（豊工大）、千波 誠（㈱カネカ）、寺本好邦（岐阜大）、

内藤圭史（岐阜大）、成澤達弥（KB セーレン㈱）、林 浩司（岐阜県産業技術センター）、増田智恵

（三重大）、松岡敏生（三重県工業研究所）、森 俊夫（岐女大）、山本周治（あいち産業科学技術総合セ

ンター）、吉水広明（名工大）

事務局：野々村弘人、山本恵美

問合せ先：一般社団法人繊維学会 夏季セミナー係

summer 2017@fiber.or.jp

〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 一般社団法人 繊維学会夏季セミナー係

TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260
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平成29年度 繊維基礎講座
－－せんいの製造過程の基礎知識とアパレル業界の現状を2日で学ぶ－－

繊維学会では毎年、企業の新入社員や新しく繊維関係に携わられる方、また学部学生、大学院生に対して、繊維

についての製造工程、加工、縫製、評価まで一貫して理解していただくために繊維基礎講座を開催しています。

今年度は糸、紡績、織物、編物、不織布、染色、アパレルと、繊維製品の製造過程の基礎をしっかりと学ぶ講演

会として企画しました。大学や企業の現場で繊維関連の教育・指導に携わっておられる方にも大いに役立つものと

思います。初日の講座終了後には講師との交流会も開催しますので、ぜひご参加ください。

主 催：（一社）繊維学会

日 時：平成 29 年 7 月 13 日㈭、7 月 14 日㈮

場 所：東京工業大学 キャンパス・イノベーションセンター東京（国際会議室）

〒108－0023 東京都港区芝浦 3－3－6 TEL : 03－5440－9020

〈アクセス〉JR 山手線・京浜東北線田町駅芝浦口から徒歩 1 分

都営地下鉄浅草線・三田線 三田駅から徒歩 7 分

プログラム

7月 13 日㈭

10 :00～11:00 合成繊維の紡糸・延伸 東京工業大学 宝田 亘

11:00～12:00 紡績 村田機械㈱ 松本龍守

12:00～13:00 －昼食－

13:00～14:00 新 JIS L 0001 の共通認識と取扱い表示記号の運用について

（一財）ニッセンケン品質評価センター 山本雅彦

14:00～15:00 高機能繊維 共立女子大学 村瀬浩貴

15:00～15:15 休憩

15:15～16:15 不織布 日本不織布協会 矢井田 修

16:15～17:15 アパレル業界の現状と構想 文化学園大学 河本和郎

7 月 14 日㈮

10 :00～11:00 織物 （地独）東京都立産業技術研究センター 岩崎謙次

11:00～12:00 編物 （一社）日本繊維技術士センター 岩上 厚

12:00～13:00 －昼食－

13:00～14:00 技術が支えた日本の繊維産業 京都工芸繊維大学 松下義弘

14:00～15:00 クレーム事例 （一財）カケンテストセンター 乾 明子

15:00～15:15 －休憩－

15:15-16 :15 染色 京都工芸繊維大学 安永秀計

（諸般の都合により講演内容・講演時間が変更になることがあります。ご了承ください）

参加費：企業会員（含む維持・賛助会員）24,000 円、企業非会員 29,000 円、大学官公庁関係会員 17,000 円、大学

官公庁非会員 22,000 円、学生会員 5,000 円、学生非会員 8,000 円（消費税込）

申し込み：当学会ホームページよりお申込みください。（請求書・領収書の必要な方はその旨ご連絡ください）

問い合わせ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

（一社）繊維学会 TEL : 03－3441－5627、FAX : 03－3441－3260

E-mail:office@fiber.or.jp ホームページ：http://www.fiber.or.jp/
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第46回「感性研究フォーラム」講演会
ウエルネスと感性

主 催：繊維学会研究委員会「感性研究フォーラム」
協 賛：一般社団法人 日本繊維製品消費科学会、一般社団法人 日本色彩学会、一般社団法人 色材協会、

一般社団法人 日本家政学会
日 時：平成 29 年 6 月 17 日㈯ 13:00～16:00
場 所：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）5 階セミナー室

ドーンセンターへのアクセス：http://www.dawncenter.or.jp/top/index.jsp
京阪「天満橋」駅下車。東口方面の改札から地下通路を通って 1 番出口より東へ約 350 m。
地下鉄谷町線「天満橋」駅下車。1 番出口より東へ約 350 m。
JR 東西線「大阪城北詰」駅下車。2 番出口より土佐堀通り沿いに西へ約 550 m。
マップ：http://www.dawncenter.or.jp/shisetsu/map.html

プログラム：
13:00 受 付
13:30 開会挨拶 神戸松蔭女子学院大学 徳山孝子

（研究委員会「感性研究フォーラム」委員長）
13:30～14:30 コミュニケーションⅠ（講演）

『この時代のキーワード「ウエルネス」』 ㈲スタイリングオフィス・コア代表 高田敏代
社会や経済の混乱に不安を持ち、地球環境への憂いが広がる中、生活市場の大きなキーワードは「ウエルネ

ス」です。生活者は、身の回りのモノの質を重視するとともに、環境保護に対する意識を持ち前向きに考え取
り組んでいます。また一方で、ダイエットやアンチエイジング、未病やストレスへの対策など、自己の内側へ
の関心を高めています。この時代を健康的に心豊かに生きていくための身体や心にまつわる新商品やサービス
について解説するとともに、「ウエルネス」な感性とはどういったものなのかを、具体的に掘り下げて考えて
いきたいと思います。

14:30～15:30 コミュニケーションⅡ（講演）
『日本初の化粧品ウェア誕生』 株式会社デサント 藤原一彦

株式会社デサントは、日本で初めて化粧品として販売できる、女性用スポーツアイテム「Uroute by shiseist
（ウルウト バイ シセイスト）」（以下ウルウト）を 2016 年 4 月より発売した。「ウルウト」は、帝人フロンティ
ア㈱が開発した日本初の化粧品ウェア「ラフィナン」を応用したスポーツアイテムである。素肌に直接着用す
ることで、肌を弱酸性に保ち、肌荒れを防ぎ、はり、ツヤ、潤いを与える。化粧品ウェアの開発と今後につい
てを語る。

15:30～15:40 休 憩
15:40～16:30 コミュニケーションⅢ（パネルディスカッション）

司 会 武庫川女子大学 名誉教授 横川公子
パネリスト ㈲スタイリングオフィス・コア代表 高田敏代

㈱デサント R&D センター 藤原一彦
（地独）大阪産業技術研究所 吉村由利香

定 員：50 名
参加費：一般 3,000 円、学生 1,000 円、研究委員会会員・協賛団体関係者 1,000 円
申 込：参加申込は必要ありません。当日、受付でお支払いください。
問合せ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人 繊維学会（内）感性研究フォーラム事務局
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp
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第59回公開講演会（繊維技術）

主 催：日本技術士会近畿本部 繊維部会
共 催：日本繊維技術士センター（JTCC）、

日本染色加工同業会
日 時：平成 29 年 5 月 26 日㈮ 13:30～16:30
場 所：大阪産業創造館 5 階 研修室 E
プログラム：

演題 1.「小動物の足裏の巧妙さとその模倣－粘着
テープへの応用－」

大阪大学 工学研究科 平原佳織
演題 2.「蛍光・化学発光タンパク質の開発と社会実

装への展開」
大阪大学 産研副所長 永井健治

申込・問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部
（大阪市中央区備後町 3－4－9）
TEL : 06－6484－6506
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――

平成29年度「化学物質の有害性評価」
～初心者のための基礎から学ぶ病理学的評価～

主 催：（地独）神奈川県立産業技術総合研究所
開催期間：平成29年 5 月17日㈬～平成30年 2 月15日㈭
場 所：かながわサイエンスパーク内講義室

（川崎市高津区坂戸 3－2－1）
募集人員・対象者：30 名程度、化学物質を製造また

は使用しているメーカー等に所属
し、化学物質のヒト有害性評価に
ついて、病理学の基礎から学びた
い方。

受講料：無料
カリキュラム構成等の詳細は、（地独）神奈川
県立産業技術総合研究所教育研修グループ
高木友子にお問い合わせください。
TEL : 044－819－2033
E-mail:takagi@newkast.or.jp

――――――――――――――――――――――――

プラスチック成形加工学会
第18回成形加工実践講座シリーズ

（金型・CAE編）
－－つなげよう、CAE技術と金型づくり－－

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 29 年 7 月 21 日㈮
場 所：スクエア荏原 大会議室

（東京都品川区荏原 4－5－28）
プログラム：講演 5 件

詳細はプラスチック成形加工学会のホー
ムページを参照ください。

申込＆問合せ先：
ホームページの本講演会会告の申込フォームから
申し込みください。

（一社）プラスチック成形加工学会 事務局
〒141－0032 東京都品川区大崎 5－8－5

グリーンプラザ五反田第 2 205
TEL : 03－5436－3822 FAX : 03－3779－9698

――――――――――――――――――――――――

17－1エコマテリアル研究会
「触媒が先導する新しい
バイオプラスチックの世界」

主 催：高分子学会 エコマテリアル研究会
日 時：平成 29 年 7 月 21 日㈮ 13:00～17:00
場 所：東京大学農学部フードサイエンス棟中島薫一

郎記念ホール
プログラム：

・運営委員長挨拶 京都工芸繊維大学 山根秀樹
・非可食バイオマスの高効率変換を可能にする革新

的触媒の開発と実用化研究の橋渡し
産業総合研究所 根本耕司

・固体酸塩基触媒による糖類からの有用フラン類合成
北海道大学 中島清隆

・環境適応型プロセスによる植物高分子成分抽出お
よびその利用 産業総合研究所 敷中一洋

・ポリ乳酸の高性能化・高機能化に向けたこれまで
の研究開発紹介 ネオマテリアル㈱ 増谷一成

・グルカンスクラーゼを利用した高分子多糖類の試
験管内合成と熱可塑性プラスチック化

東京大学 木村 聡
申込＆問合せ先：

（一財）高分子学会 エコマテリアル研究会係
〒104－0042 東京都中央区入船 3－10－9

新富町ビル
TEL : 03－5540－3770 FAX : 03－5540－3737

――――――――――――――――――――――――

第52回夏季講座
未来社会を支える新材料・新技術

主 催：（一社）日本ゴム協会
日 時：平成 29 年 7 月 24 日㈪、25 日㈫
場 所：講座 かながわ労働プラザ
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（横浜市中区寿町 1－4）
ミキサー 横浜港クルーズ

プログラム：7 月24日（一日目） 講演（5 件）ミキサー
25日（二日目） 講演（6 件）

詳細はホームページ http://www.srij.or.jp/を参
照ください。

問合せ先：（一社）日本ゴム協会
第 52 回 夏季講座係
TEL : 03－3401－2957
E-mail: okada@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――

The 15th International Conference on
Advanced Materials（IUMRS-ICAM 2017）

主 催：（一社）日本 MRS
日 時：平成 29 年 8 月 27 日㈰～9 月 1 日㈮
場 所：京都大学 吉田キャンパス

プ ロ グ ラ ム の 詳 細 は http://www.iumrs-icam
2017.org を参照ください。

問合せ先：日本 MRS 事務局
〒231－0002 横浜市中区海岸通 3－9
横濱ビル 507 D
TEL : 045－263－8538
E-mail: meetings@mrs@j.org

――――――――――――――――――――――――

第31回日本キチン・キトサン学会大会

主 催：日本キチン・キトサン学会
日 時：平成 29 年 8 月 23 日㈬、24 日㈭
場 所：沖縄コンベンションセンター

（沖縄県宜野湾市増志喜 4-1-1）

プログラム：23 日（一日目） 特別講演、一般講演、
ポスター発表
奨励賞授賞式および受賞講演
24 日（二日目） 特別セッション、
一般講演

プログラムの詳細はホームページ http://www.
jscc.kenkyuukai.jp を参照ください。

問合せ先：琉球大学農学部 平良東紀
（第 31 回大会運営委員長）
TEL : 098－895－8802
E-mail : 2017jscc@amb-ryukyu.net

――――――――――――――――――――――――

東京家政大学選任教員公募

職名・人員：准教授または教授
（条件によっては期限付） 1 名

所 属：家政学部 服装美術学科
専門分野：服装文化分野
応募資格：（1）修士以上の学位を有するか、それと同

等の能力を有する者
（2）教育研究に熱意を持ち、担当授業科目

に関して教育や経験に実績のある方
（3）大学院を担当できる方

採用年月日：平成 30 年 4 月 1 日
待 遇：本学の給与規程による
応募締切：平成 29 年 7 月 20 日㈭必着
問合せ先：提出書類、選考方法、書類提出先などの募

集に関する問合せ先
東京家政大学 教育支援センター
服装美術学科 学科事務
TEL : 03－3961－2240
E-mail : ykobayas@tokyo-kasei.ac.jp
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Journal of Fiber Science & Technology（JFST）
「平成29年度年次大会発表論文特集号」のお知らせ（第3回）

平成 29 年 6 月 7 日㈬～9 日㈮に平成 29 年度年次大会を東京都江戸川区のタワーホール船堀で開催いたします。

今年度は初めての試みとして、繊維学会論文誌 Journal of Fiber Science & Technology（JFST）に、年次大会特集
号を以下の 2 つの分野を中心に企画いたしました。
1. セルロースナノファイバー（特別セッション 1）
2. 繊維・高分子材料と放射光（特別セッション 2）
上記の 2 セッションで発表をされた発表はもとより、一般発表分野で関連する発表をされた場合も投稿を歓迎致

します。具体的には、「3. 繊維・高分子材料と物理」で放射光を用いた構造解析について発表した場合、「7. 天然繊
維・生体高分子」でセルロースナノファイバーに関する発表した場合、など広くとらえていただければ幸いです。
皆様の積極的なご投稿をお待ち申し上げております。

投稿に関してご不明な点は、遠慮なく、下記担当者までメールにてお問い合わせください。

本特集号への論文投稿に関する特典とスケジュールは下記のとおりです。

特典：投稿料の半額を、年次大会実行委員会よりサポートします。

投稿・査読・掲載スケジュール：
論文投稿締切：平成 29 年 6 月 30 日
採択論文掲載：平成 29 年 12 月号
論文種類等：一般論文、ノート、総説のいずれでも構いません
論文言語：日本語、英語（こちらの方が好ましい）のいずれでも構いません

担当者：斉藤 継之（年次大会副実行委員長）
東京大学 大学院農学生命科学研究科 生物材料科学専攻
E-mail : asaitot@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp TEL : 03－5841－8199
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